
吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考

川

口

雅

昭

令
和
三
年
十
月
十
日
発
行

皇
學
館
論
叢
第
五
十
四
巻
第
三
号

抜
刷



皇
學
館
論
叢

第
五
十
四
巻
第
三
号

令

和

三

年

十

月

十

日

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考川

口

雅

昭

は

じ

め

に

吉
田
松
陰
が
安
政
三
年
︵
一
八
五
六
︶
か
ら
翌
四
年
に
か
け
︑
実
家
杉
家
の
幽
囚
室
で
行
っ
た
教
育
︑
い
わ
ゆ
る
幽
囚
室
教
育
は
後
の

松
下
村
塾
教
育
に
直
結
し
て
い
た
と
す
る
見
解
と
別
物
と
す
る
見
解
が
あ
る
︵
1
︶

︒
と
こ
ろ
が
︑
管
見
の
及
ぶ
限
り
︑
こ
の
問
題
ど
こ
ろ
か
︑

幽
囚
室
教
育
か
ら
し
て
︑
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
精
緻
な
分
析
を
行
っ
た
研
究
は
な
い
︒

そ
こ
で
︑
本
稿
で
は
予
備
研
究
と
し
て
︑
安
政
三
年
八
月
か
ら
翌
四
年
十
一
月
ま
で
の
間
︑
松
陰
が
幽
囚
室
で
行
っ
た
﹁
勉
強
会
﹂
の

月
毎
の
変
遷
を
分
析
し
︑
松
陰
の
幽
囚
室
教
育
を
論
考
す
る
︒
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幽
囚
室
に
お
け
る
月
別
教
育
活
動
状
況

一

安
政
三
年

︵
一
︶
八
月
以
前

安
政
三
年
八
月
二
十
二
日
に
始
ま
る
﹁
丙
辰
日
記
﹂
以
前
の
︑
幽
囚
室
に
お
け
る
松
陰
の
教
育
活
動
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
史
料

は
﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂
で
あ
る
︒

そ
れ
に
よ
る
と
︑
安
政
三
年
三
月
の
条
に
﹁
外
史
十
四

瀧
生
の
為
め
に
読
む

十
八
日
よ
り

二
十
四
日
了
︵
2
︶

﹂
と
あ
る
︒
管
見
の
及

ぶ
限
り
︑
こ
れ
が
︑
野
山
獄
以
来
の
﹁
孟
子
講
︵
3
︶

﹂
を
除
け
ば
︑
幽
囚
室
で
の
教
育
活
動
の
嚆
矢
で
あ
る
︒
こ
の
﹁
瀧
生
﹂
と
は
松
陰
の
従

兄
高
須
為
之
進
の
縁
者
高
須
瀧
之
允
の
こ
と
と
思
わ
れ
︑
松
陰
の
血
縁
者
で
あ
る
︒
よ
っ
て
︑
こ
の
安
政
三
年
三
月
に
お
け
る
松
陰
の
教

育
は
血
縁
者
を
対
象
と
す
る
家
庭
教
育
で
あ
っ
た
︒

ま
た
︑
同
じ
三
月
の
条
の
﹁
三
月
二
十
八
日
よ
り
做
さ
ん
と
欲
す
る
所
﹂
の
項
目
中
に
︑﹁
七
月
よ
り
﹂
の
予
定
と
し
て
﹁
松
下
村
塾
記
︵
4
︶

﹂

と
あ
る
︒
こ
れ
よ
り
︑
す
で
に
こ
の
三
月
の
時
点
で
︑
外
叔
久
保
五
郎
左
衛
門
な
ど
か
ら
﹁
松
下
村
塾
記
﹂
の
執
筆
依
頼
を
受
け
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
︒

そ
の
後
︑
四
月
の
条
に
﹁
文
章
軌
範
続
三
冊

毅
甫
の
為
め
に
︵
5
︶

﹂︑
六
月
に
は
﹁
通
鑑
一
冊
︿
巻
一
巻
二
﹀
佐
々
木
龜
と
対
読
す
︵
6
︶

﹂
︑
七

月
︑﹁
外
史
一

家
兄
と
対
読
す
﹂︑﹁
小
学
三
四

佐
梅
の
為
め
に
読
む
﹂︑﹁
下
学
邇
言
一
冊

家
兄
と
対
読
す
﹂︑﹁
陳
龍
川
文
一

高
・

玉
両
生
﹂︑﹁
明
徳
記
三
冊

佐
梅
生
︵
7
︶

﹂
と
あ
る
︒
そ
し
て
︑
八
月
︑﹁
武
教
小
学

二
十
二
日
よ
り
︵
8
︶

﹂
の
記
録
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒

こ
の
時
期
の
参
加
者
で
あ
る
︒﹁
毅
甫
﹂
＝
玉
木
彦
介
は
従
弟
︑﹁
佐
々
木
龜
﹂
＝
佐
々
木
龜
之
助
・﹁
佐
梅
﹂
＝
梅
三
郎
兄
弟
は
杉
家
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と
﹁
家
屋
隣
接
せ
る
︵
9
︶

﹂
地
縁
者
︑﹁
家
兄
﹂
は
兄
杉
梅
太
郎
︑﹁
高
・
玉
﹂
は
血
縁
者
高
須
瀧
之
允
︑
玉
木
彦
介
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
こ
の

時
期
の
教
育
は
血
縁
・
地
縁
者
を
対
象
と
す
る
︑
家
庭
教
育
で
あ
っ
た
︒

ま
た
︑
松
陰
は
︑﹁
佐
々
木
龜
﹂
＝
佐
々
木
龜
之
助
と
司
馬
公
の
﹃
資
治
通
鑑
﹄
を
︑﹁
家
兄
﹂
＝
杉
梅
太
郎
と
は
賴
山
陽
の
﹃
日
本
外

史
﹄・
会
澤
正
志
斎
の
﹃
下
学
邇
言
﹄
を
﹁
対
読
す
﹂
と
記
し
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
安
政
三
年
時
二
十
七
才
の
松
陰
に
と
っ
て
︑
二
十
二

才
と
比
較
的
年
齢
が
近
い
佐
々
木
龜
之
助
︑
ま
た
︑
二
歳
上
の
兄
梅
太
郎
は
教
育
対
象
な
ど
で
は
な
く
︑
自
分
の
学
問
の
た
め
の
切
磋
琢

磨
の
相
手
と
意
識
し
て
い
た
か
ら
︑
こ
う
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒

一
方
︑﹁
毅
甫
﹂
＝
従
弟
玉
木
彦
介
︵
安
政
三
年
時
十
六
歳
︑
以
下
同
︶
に
は
﹃
文
章
軌
範
続
﹄︑﹁
佐
梅
﹂
＝
佐
々
木
梅
三
郎
︵
十
七
歳
︶

に
は
﹃
小
学
﹄・﹃
明
徳
記
﹄︑﹁
高
・
玉
﹂
＝
血
縁
者
高
須
瀧
之
允
︵
二
十
二
歳
︶
︑
従
弟
玉
木
彦
介
に
は
﹃
陳
龍
川
文
抄
﹄
を
テ
キ
ス
ト

と
し
て
使
用
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
玉
木
彦
介
・
佐
々
木
梅
三
郎
・
高
須
瀧
之
允
に
対
し
て
は
︑﹁
為
め
に
﹂
と
か
﹁
為
め
に
読
む
﹂
と
あ
る
︒

こ
れ
は
松
陰
が
彼
ら
を
教
育
対
象
と
見
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
︒

ま
た
︑
使
用
テ
キ
ス
ト
の
内
︑
自
分
の
学
問
用
テ
キ
ス
ト
の
内
︑﹃
日
本
外
史
﹄・﹃
下
学
邇
言
﹄
は
和
書
︑﹃
資
治
通
鑑
﹄
は
漢
籍
で
あ

る
︒
和
書
中
心
で
あ
っ
た
︒

一
方
︑
教
育
用
テ
キ
ス
ト
は
︑
室
町
時
代
の
軍
記
物
﹃
明
徳
記
﹄
の
み
和
書
で
︑
他
は
﹃
文
章
軌
範
続
﹄・﹃
小
学
﹄・﹃
陳
龍
川
文
抄
﹄

で
あ
り
︑
漢
籍
中
心
で
あ
る
︒
こ
れ
は
松
陰
が
初
学
者
に
対
し
︑
漢
籍
で
の
基
礎
学
力
養
成
を
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
︒
と
り
わ
け
︑

玉
木
彦
介
や
佐
々
木
梅
三
郎
︑
高
須
瀧
之
允
に
対
し
て
は
﹃
小
学
﹄
と
い
う
︑
入
門
書
的
な
テ
キ
ス
ト
も
使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
︑
松

陰
の
意
図
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
︒

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶
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者 等

形態 記録者（全松陰）・勉強以外の
来室者名29歳 22歳 不明 ― 不明 ― ―

杉梅太郎 高洲瀧之允 久保五郎左衛門 開講す 玉木文之進【参考】松崎武人、
柱島へ帰省す

高洲瀧之允 校讎す

対読す 佐々木龜之助２・梅三郎２・倉
橋直之助・玉木彦介

対読す

校す 佐々木龜之助・梅三郎・倉橋直
之助・玉木留宿（爾後例となる）

対読す 佐々木梅三郎→玉木と共に久保
塾へ

校讎 外史補の校讎卒ふ

読む

岡田以伯、玉木文之進「自ら新
論を課す」

岡田以伯・松岡良哉、玉木文之
進「自ら新論を課す」

勉強の記録なし

読む

読む

倉橋直之助 講ず

読む

山賀生 読む

高洲瀧之允（「外史補二冊を携
へて去る」）

読む

「来る人なし」

読む

高洲瀧之允 読む

杉百合之助 読む

倉橋直之助 久保五郎左衛門 講ず

読む

杉百合之助 校す

高洲瀧之允 読む

読む

読む

杉百合之助 校す

杉百合之助 校す 『経済要録』は全部校正
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日付 テキスト 来 室

安政 3 安政 3年時の年齢 松陰27歳 16歳 15歳 16歳 14歳 17歳 22歳

和書 回 漢籍 計

1 8 月22日
武教全書 6 玉木彦介 佐々木梅三郎 佐々木龜之助

日本外史補の
校讎 佐々木龜之助

2 8 月23日 資治通鑑 1 佐々木龜之助

3 8 月24日
資治通鑑 1 佐々木龜之助

日本外史補の
校讎 玉木彦介 佐々木龜之助

4 8 月25日
資治通鑑 1 佐々木龜之助

日本外史補の
校讎 佐々木龜之助

5 8 月26日 資治通鑑 1 佐々木龜之助

6 8 月27日

7 8 月28日

8 9 月 1 日

9 9 月 2 日 資治通鑑 1 佐々木龜之助

10 9 月 3 日 資治通鑑 1 佐々木龜之助

11 9 月 4 日 武教小学 3 玉木彦介 佐々木梅三郎

12 9 月 5 日
資治通鑑 1 佐々木龜之助

新論 1 1

13 9 月 6 日

14 9 月 7 日 資治通鑑 1 佐々木龜之助

15 9 月 8 日

16 9 月11日 蒙求 1 玉木彦介

17 9 月20日
陰徳太平記 1 1

経済要録 1 1

18 9 月21日

武教小学 3 4 玉木彦介 佐々木梅三郎

蒙求 1 玉木彦介

経済要録

19 9 月22日 陰徳太平記 2 1

20 9 月24日 資治通鑑 1 佐々木龜之助

21 9 月25日
資治通鑑 1 佐々木龜之助

経済要録

22 9 月27日 経済要録

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶

― 33 ―

表１ 安政三年 丙辰日記・野山獄読書記にみる使用テキスト、来室者など 1/5



読む 增野德民来→入塾

杉百合之助 校す

読む 「十五葉を」「課題と為す」

読む

読む

杉百合之助 －

－

杉百合之助 －

－

－

杉百合之助 －

－

－

講じ了る
「玉彦・佐梅・倉直と血盟す」
←武教全書講録。新参の增野は
入っていない

－

読む

杉百合之助 校す

－

読む

－ この日「烏絲欄絲」（原稿用紙
の墨罫のこと）を印刷する杉百合之助 －

－

読む

－

読む

－

杉百合之助 玉木文之進 読む 松陰は「余は与らず」とあり

－

－

－

杉百合之助 読む

者 等

形態 記録者（全松陰）・勉強以外の
来室者名29歳 22歳 不明 ― 不明 ― ―
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23 10月 1 日
左伝 1 增野德民

経済要録

24 10月 2 日 左伝 1 增野德民

25 10月 3 日

左伝 1 增野德民

陰徳太平記 1 佐々木梅三郎

経済要録

26 10月 4 日
左伝 1 增野德民

経済要録

27 10月 5 日

左伝 1 增野德民

陰徳太平記 1 佐々木梅三郎

経済要録

28 10月 6 日

左伝 1 增野德民

陰徳太平記 1 佐々木梅三郎

武教小学 1

29 10月 7 日

左伝 1 增野德民

資治通鑑 1 佐々木龜之助

柳子新論

30 10月 8 日
左伝 1 增野德民

陰徳太平記 1 佐々木梅三郎

31 10月 9 日
左伝 1 增野德民

柳子新論 9

32 10月10日
左伝 1 增野德民

陳龍川文 1 玉木彦介

33 10月11日
左伝 1 增野德民

陰徳太平記 1 佐々木梅三郎

34 10月12日
左伝 1 增野德民

藤田幽谷の
上書

35 10月13日

左伝 1 增野德民

陰徳太平記 1 佐々木梅三郎

陳龍川 1 玉木彦介

弘道館記述義 1 1

日付 テキスト 来 室

安政 3 安政 3年時の年齢 松陰27歳 16歳 15歳 16歳 14歳 17歳 22歳

和書 回 漢籍 計

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶
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表１ 安政三年 丙辰日記・野山獄読書記にみる使用テキスト、来室者など 2/5



－

－

玉木文之進・久保五郎左衛門来
話

－

玉木文之進来る

-

-

中谷正亮来話。朝まで

読む 阿嫂群妹のため

-

-

-

杉百合之助 校す

－

－

－

杉百合之助 卒る

－

－

倉橋直之助 読む

佐々木謙藏・髙橋藤之進来る

－

杉百合之助 校す 來原良三来る

－

倉橋直之助 －

－

杉百合之助 校す

－

－

－

－

－

－

松岡良哉・土屋松如来る

者 等

形態 記録者（全松陰）・勉強以外の
来室者名29歳 22歳 不明 ― 不明 ― ―
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36 10月14日

左伝 1 增野德民

資治通鑑 1 佐々木龜之助

37 10月15日
左伝 1 增野德民

38 10月16日

左伝 1 增野德民

資治通鑑 1 佐々木龜之助

武家女鑑 1

39 10月17日 左伝 1 增野德民

40 10月18日 左伝 1 增野德民

41 10月19日
左伝 1 增野德民

弘道館記述義 1

42 10月20日

左伝 1 增野德民

陳龍川 1 玉木彦介

資治通鑑 1 佐々木龜之助

弘道館記述義

43 10月21日

左伝 1 增野德民

陰徳太平記 1 佐々木梅三郎

礼記 3 增野德民 佐々木梅三郎

44 10月22日
左伝 1 增野德民

海防備論

45 10月23日

左伝 1 增野德民

礼記 1

陳龍川 1 玉木彦介

海防備論

46 10月24日
左伝 1 增野德民

資治通鑑 1 佐々木龜之助

47 10月25日

左伝 1 增野德民

陰徳太平記 8 1 佐々木梅三郎

資治通鑑 1 佐々木龜之助

48 10月26日
左伝 1 增野德民

日付 テキスト 来 室

安政 3 安政 3年時の年齢 松陰27歳 16歳 15歳 16歳 14歳 17歳 22歳

和書 回 漢籍 計

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶
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表１ 安政三年 丙辰日記・野山獄読書記にみる使用テキスト、来室者など 3/5



－

杉梅太郎 読む 初回。以後、一、七を定日とす

－

－

杉百合之助 校了

－

杉百合之助 読む 毎夜一巻を課題とし、来月を以
て終える。小幡良右衛門来る

－

杉百合之助 読む

「博議一冊、左伝一冊。本月の
内一日に二冊を課と為す。評語
下一冊 反評」は松陰一人の読
書及び執筆カ

－

杉百合之助 －

－ 「唐書一冊」とあり

－

読む

兒玉兵衛門来る

－

－ 來原良三来る

－ 中谷正亮来る。夜を徹して劇談
す

－ 中谷、申時去る

－

杉梅太郎 読む

－

－

－

－ 吉田榮太郎来る

－

杉百合之助 －

－

杉百合之助 －

－

杉梅太郎 － 中村道太郎・土屋彌之助来る

杉百合之助 －

者 等

形態 記録者（全松陰）・勉強以外の
来室者名29歳 22歳 不明 ― 不明 ― ―
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49 10月27日
左伝 1 增野德民

名臣言行録 1

50 10月28日

左伝 1 增野德民

陳龍川 1 玉木彦介

海防備論 3

51 10月29日
左伝 1 增野德民

左伝一巻 1

52 10月30日 左伝 1 增野德民

53 11月 1 日 左伝二巻 1

54 左伝 1 增野德民

55 11月 2 日
左伝 1 增野德民

左伝 1

56 11月 3 日

57 11月 4 日

左伝 1 增野德民

陳龍川 1 玉木彦介

58 11月 5 日 陰徳太平記 1 1 佐々木梅三郎

59 11月 6 日

60 11月 7 日

61 11月 8 日

62 11月 9 日
陰徳太平記 2 1 佐々木梅三郎

名臣言行録 1

63 11月10日
陰徳太平記 11 1 佐々木梅三郎

陳龍川 1 玉木彦介

64 11月24日

65 11月25日

66 12月 1 日
晉語六 2 吉田榮太郎 增野德民

左伝 1

67 12月 2 日
日本外史 2 吉田榮太郎 增野德民

左伝 1

68 12月 3 日
日本外史 2 吉田榮太郎 增野德民

名臣言行録 1

69 12月 4 日 左伝 1

日付 テキスト 来 室

安政 3 安政 3年時の年齢 松陰27歳 16歳 15歳 16歳 14歳 17歳 22歳

和書 回 漢籍 計

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶
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表１ 安政三年 丙辰日記・野山獄読書記にみる使用テキスト、来室者など 4/5



－ 十二月八日の記録より、吉田榮
太郎・增野德民

－

杉百合之助 －

講ず

－

杉梅太郎 読む 久保五郎左衛門・松岡良哉来る

－ 中谷正亮来る。徹宵怪談す

－ 中谷、朝去る

－

了る 午後、経板を印す、とあり

読む 岡部繁之助来る

－

杉百合之助 －

－

－

杉百合之助 －

－

－

－

－

－

－

－

－

－ 渡邊源□来る。松崎生の書達す

－

読む

了る

－

－ 玉木文之進来る

為め

－

－ 妻木士保彌次郎来る

5 3 4 11 1 2 159

者 等

形態 記録者（全松陰）・勉強以外の
来室者名29歳 22歳 不明 ― 不明 ― ―
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70 12月 5 日

國語 2 吉田榮太郎 增野德民

日本外史 2 吉田榮太郎 增野德民

左伝 1

71 12月 6 日

孝経 3 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介

國語 2 吉田榮太郎 增野德民

農家益 1 1

72 12月 7 日 0

73 12月 8 日
國語 2 吉田榮太郎 增野德民

日本外史 3 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介

74 12月 9 日 國語 2 吉田榮太郎 增野德民

75 12月10日

父師善誘法 1 岡部繁之助

日本外史 3 吉田榮太郎 增野德民 岡部繁之助

左伝 1

76 12月11日

唐鑑 0

日本外史 3 吉田榮太郎 增野德民 岡部繁之助

左伝 1

77 12月12日
唐鑑 0

父師善誘法 1 岡部繁之助

78 12月13日
唐鑑 0

父師善誘法 1 岡部繁之助

79 12月14日
唐鑑 0

日本外史 3 吉田榮太郎 增野德民 岡部繁之助

80 12月15日 日本外史 3 吉田榮太郎 增野德民 岡部繁之助

81 12月16日 唐鑑 0

82 12月17日

唐鑑 0

日本外史 3 吉田榮太郎 增野德民 岡部繁之助

唐鑑 2 吉田榮太郎 增野德民

83 12月18日

父師善誘法 1 岡部繁之助

日本外史 3 吉田榮太郎 增野德民 岡部繁之助

唐鑑 2 吉田榮太郎 增野德民

84 12月19日
兵要録 1 1 岡部繁之助

日本外史 3 吉田榮太郎 增野德民 岡部繁之助

85 12月20日 日本外史 12 3 吉田榮太郎 增野德民 岡部繁之助

8冊 11 冊 159 20 54 14 13 15 17

氏名 は個人教育。

日付 テキスト 来 室

安政 3 安政 3年時の年齢 松陰27歳 16歳 15歳 16歳 14歳 17歳 22歳

和書 回 漢籍 計

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶
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表１ 安政三年 丙辰日記・野山獄読書記にみる使用テキスト、来室者など 5/5



︵
二
︶
八
月

安
政
三
年
八
月
二
十
二
日
︑
松
陰
は
﹁
親
戚
子
弟
の
請
に
応
じ
︵
10
︶

﹂

て
﹃
武
教
全
書
﹄
の
勉
強
会
︵
11
︶

を
開
始
し
た
︒
同
時
に
﹁
丙
辰
日
記
﹂

を
始
め
た
︒
表
1
は
﹁
丙
辰
日
記
﹂﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂
よ
り
ま
と

め
た
安
政
三
年
八
月
か
ら
同
年
十
二
月
ま
で
の
勉
強
会
実
施
日
︑
使

用
テ
キ
ス
ト
︑
来
室
者
な
ど
の
一
覧
で
あ
る
︒

ま
た
︑
表
2
は
八
月
の
教
育
活
動
状
況
で
あ
る
︒

表
1
・
2
よ
り
︑
八
月
は

一
︑
記
録
の
あ
る
七
日
間
に

延
べ
三
名
︵
実
数
三
名
︶
が
一
回
の

勉
強
会
に
参
加
し
た
︒

二
︑﹁
生
徒
︵
12
︶

﹂
教
育
用
テ
キ
ス
ト
は
﹃
武
教
全
書
﹄
の
み
で
︑
和
書
一
〇
〇
％
︑
勉
強
会
は
講
義
形
式
︑
集
団
教
育
の
﹃
武
教
全
書
﹄
会

で
あ
る
︒
個
人
教
育
率
は
〇
％
で
あ
る
︒
参
加
者
の
内
︑
兄
杉
梅
太
郎
︑
外
叔
久
保
五
郎
左
衛
門
︑
佐
々
木
龜
之
助
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
と
思
わ
れ
︑
実
質
的
な
教
育
対
象
者
は
玉
木
彦
介
・
佐
々
木
梅
三
郎
・﹁
高
洲
瀧
生
﹂
＝
高
須
瀧
之
允
の
三
名
で
あ
る
︒

三
︑
佐
々
木
龜
之
助
と
一
対
一
で
﹁
対
読
す
︵
13
︶

﹂
と
あ
る
﹃
資
治
通
鑑
﹄
会
は
こ
の
月
か
ら
十
月
ま
で
十
六
回
確
認
で
き
る
︒
こ
れ
は
松
陰

と
龜
之
助
の
た
め
の
学
習
会
と
思
わ
れ
る
の
で
︑
教
育
活
動
か
ら
は
外
す
︒
以
下
同
︒

四
︑﹃
武
教
全
書
﹄
会
参
加
者
は
全
員
血
縁
・
地
縁
者
で
︑
外
来
者
︵
他
人
︶
の
参
加
率
は
〇
％
で
あ
る
︒
よ
っ
て
︑
家
庭
教
育
で
あ
る
︒

五
︑﹃
日
本
外
史
補
﹄
の
﹁
校
讎
︵
14
︶

﹂
を
松
陰
と
佐
々
木
龜
之
助
が
一
回
︑
そ
れ
に
高
須
瀧
之
允
が
加
わ
っ
て
三
人
で
一
回
︑
高
須
瀧
之
允

を
玉
木
彦
介
に
変
え
て
一
回
行
っ
て
い
る
︒
佐
々
木
龜
之
助
と
は
ほ
ぼ
対
等
作
業
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
一
方
︑
高
須
や
彦
介
は
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表２ 安政三年八月

丙辰日記にみる教育活動状況

延べ数

武
教
全
書

資
治
通
鑑

−

1 玉木彦介 1 1

2 佐々木梅三郎 1 1

3 佐々木龜之助 0（1）0（1） 0（4）0（4） 0（5）

4 杉梅太郎 0（1）0（1） 0（1）

5 高洲瀧之允 1 1

6 久保五郎左衛門 0（1）0（1） 0（1）

計 3（3） 0（4） 3（7）

氏名 は血縁・地縁者。以下同。

数字数字 はオブザーバー参加。以下同。

数字数字 は松陰と一対一の「学問」会。

（ ）内は、非教育対象。以下同。



後
学
の
た
め
に
参
加
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒

六
︑
八
月
二
十
七
日
︑
二
十
八
日
に
叔
父
玉
木
文
之
進
が
来
室
し
︑﹁
自
ら
新
論
を
課
す
︵
15
︶

﹂
と
あ
る
︒
こ
れ
は
幽
囚
室
の
松
陰
を
心
配
し
た
︑

監
督
・
激
励
の
意
味
で
の
来
室
・
自
学
と
思
わ
れ
る
︒

︵
三
︶
九
月

表
3
は
九
月
の
教
育
活
動
状
況
で
あ
る
︒

表
1
・
3
よ
り
︑
九
月
は

一
︑
記
録
の
あ
る
十
五
日
間
に
延
べ
十
一
名
︵
実
数
五
名
︶
が
七
回
の
勉

強
会
に
参
加
し
た
︒

二
︑﹁
生
徒
﹂
教
育
用
テ
キ
ス
ト
は
和
書
三
冊
︑
漢
籍
一
冊
で
あ
る
︒
テ

キ
ス
ト
別
参
加
率
は
和
書
八
一
・
八
％
で
︑
和
書
中
心
の
教
育
で
あ
る
︒

﹃
武
教
全
書
﹄
会
は
︑
高
洲
瀧
之
允
︵
＝
高
須
瀧
之
允
︶
を
﹁
先
生
の
嫂

の
兄
弟
の
家
で
あ
つ
て
︑
杉
家
の
縁
者
で
あ
る
︵
16
︶

﹂
倉
橋
直
之
助
と
変
え

て
︑
他
の
メ
ン
バ
ー
と
継
続
し
て
い
る
︒

三
︑﹁
読
む
︵
17
︶

﹂
と
し
て
︑
個
人
教
育
の
形
で
︑
高
須
瀧
之
允
に
﹃
陰
徳
太

平
記
﹄
会
を
二
回
︑
玉
木
彦
介
に
﹃
蒙
求
﹄
会
を
二
回
︑﹁
山
賀
生
﹂
に

﹃
新
論
﹄
会
を
一
回
行
っ
て
い
る
︵
18
︶

︒
九
月
の
個
人
教
育
率
は
四
五
・
五
％

で
あ
る
︒

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶
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表３ 安政三年九月 丙辰日記にみる教育活動状況

延べ数

武
教
全
書

陰
徳
太
平
記

経
済
要
録

新
論

資
治
通
鑑

蒙
求

−

1 玉木彦介 2 2 4

2 佐々木梅三郎 2 2

3 佐々木龜之助 0（6） 0（6）

4 高洲瀧之允 22 2

5 倉橋直之助 2 2

6 杉百合之助 0（1） 0（1）

7 山賀生 11 1

8 久保五郎左衛門 0（1）0（1） 0（1）

計 6（1） 2 0（1） 1 0（6） 2 11（8）

数字数字 は松陰と「生徒」、一対一での「個人教育」。以下同。



四
︑
不
明
の
﹁
山
賀
生
﹂
を
除
け
ば
︑
参
加
者
は
血
縁
・
地
縁
者
の
み
で
あ
る
︒
よ
っ
て
︑
外
来
者
の
受
講
率
は
ほ
ぼ
〇
％
と
見
て
い
い
︒

家
庭
教
育
で
あ
る
︒

五
︑
九
月
二
十
日
︑
父
杉
百
合
之
助
と
﹁
読
む
﹂
と
し
て
︑﹃
経
済
要
録
﹄
会
を
一
回
行
っ
て
い
る
︒
そ
の
後
︑
翌
二
十
一
日
の
﹁
夜
︑

大
人
と
要
録
の
八
を
校
す
︵
19
︶

﹂
よ
り
︑﹁
十
月
朔
日
﹂
の
﹁
夜
︑
大
人
と
要
録
の
十
一
を
校
す
︵
20
︶

﹂
ま
で
四
回
︑
校
正
作
業
を
行
っ
て
い
る
︒

ま
た
︑
十
月
三
日
︑﹁
夜
︑
要
録
十
二
﹂︑
同
四
日
︑﹁
夜
︑
要
録
十
三
﹂︑
同
五
日
に
も
﹁
要
録
十
四
︑
並
び
に
前
例
の
如
し
︵
21
︶

﹂
と
あ
る

の
は
︑
校
正
作
業
の
意
味
で
あ
ろ
う
︒
こ
れ
よ
り
︑
親
子
で
一
回
﹃
経
済
要
録
﹄
会
を
行
っ
た
際
︑
何
ら
か
の
不
備
を
見
つ
け
た
の
で

あ
ろ
う
︒
そ
こ
で
︑
以
後
は
校
正
作
業
に
変
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

六
︑﹃
経
済
要
録
﹄
の
他
︑
こ
の
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
︑
父
百
合
之
助
と
﹃
柳
子
新
論
﹄・
﹃
弘
道
館
記
述
義
﹄・﹃
海
防
備
論
﹄
の
校
正

作
業
を
行
っ
て
い
る
︒

︵
四
︶
十
月

こ
の
状
態
に
変
化
が
生
じ
る
の
は
十
月
で
あ
る
︒
表
4
は
十
月
の
教
育
活
動
状
況
で
あ
る
︒

表
1
・
4
よ
り
︑
十
月
は

一
︑
記
録
の
あ
る
三
十
日
間
に
延
べ
四
十
七
名
︵
実
数
四
名
︶
が
四
十
五
回
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
︒

二
︑
增
野
德
民
の
﹁
来
寓
︵
22
︶

﹂
が
教
育
活
動
状
況
変
化
の
主
因
で
あ
る
︒
松
陰
は
增
野
を
十
月
二
十
一
日
に
一
回
の
み
血
縁
者
倉
橋
直
之
助
︑

地
縁
者
佐
々
木
梅
三
郎
ら
と
の
﹃
礼
記
﹄
会
に
参
加
さ
せ
た
︒
そ
れ
以
外
は
︑﹁
来
寓
﹂
当
日
の
十
月
一
日
よ
り
十
一
月
四
日
ま
で
の

ほ
ぼ
毎
日
︑
三
十
三
回
に
わ
た
り
﹁
読
﹂
む
と
し
て
︑
個
人
教
育
の
形
で
﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
会
を
行
っ
て
い
る
︵
23
︶

︒
ま
た
︑﹁
読
む
﹂
と

し
て
︑
い
ず
れ
も
個
人
教
育
の
形
で
こ
の
月
よ
り
︑
佐
々
木
梅
三
郎
に
安
政
四
年
六
月
ま
で
﹃
陰
徳
太
平
記
﹄
会
を
十
五
回
︑
玉
木
彦
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介
に
翌
安
政
三
年
十
一
月
ま
で
﹃
陳
龍
川
文
︵
24
︶

﹄
会
を
七
回
行
っ
て
い
る
︒
更

に
︑
十
月
二
十
一
日
の
倉
橋
直
之
助
︑
佐
々
木
梅
三
郎
︑
增
野
の
﹃
礼
記
﹄

会
の
後
︑
二
十
三
日
︑
倉
橋
に
個
人
教
育
の
形
で
︑﹃
礼
記
﹄
会
を
一
回
行
っ

て
い
る
︒
十
月
の
個
人
教
育
率
は
九
三
・
六
％
で
あ
る
︒

三
︑﹁
生
徒
﹂
教
育
用
テ
キ
ス
ト
は
和
書
一
冊
︑
漢
籍
四
冊
で
あ
る
︒
テ
キ
ス

ト
別
参
加
率
は
和
書
一
七
％
︑
漢
籍
八
三
％
で
あ
り
︑
漢
籍
中
心
の
教
育
で

あ
る
︒

四
︑﹁
読
む
﹂
と
し
て
︑
一
対
一
で
︑
兄
杉
梅
太
郎
と
安
政
三
年
十
二
月
ま
で

三
回
に
わ
た
る
﹃
名
臣
言
行
録
﹄
会
を
開
始
し
た
︒
兄
梅
太
郎
と
松
陰
の
た

め
の
学
習
会
で
あ
る
︒

五
︑
增
野
へ
の
﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
会
と
は
別
に
︑﹁
読
む
﹂
と
し
て
︑
一
対
一
で
︑

父
百
合
之
助
と
安
政
三
年
十
二
月
ま
で
九
回
に
わ
た
る
﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
会

を
開
始
し
た
︒
こ
れ
は
父
百
合
之
助
と
松
陰
の
た
め
の
学
習
会
で
あ
る
︒

六
︑
十
月
十
三
日
︑﹁
読
む
﹂
と
し
て
︑
一
対
一
で
︑
父
百
合
之
助
と
﹃
弘
道

館
記
述
義
﹄
会
を
行
っ
て
い
る
︒
こ
れ
は
父
百
合
之
助
と
松
陰
の
学
習
会
で

あ
る
︒
そ
の
後
︑
同
書
を
十
九
日
︑
二
十
日
の
二
日
間
︑
父
と
一
対
一
で
二

回
校
正
し
た
︒
そ
の
他
の
校
正
作
業
で
は
︑
十
月
五
日
︑
父
百
合
之
助
と
の

﹃
経
済
要
録
﹄
校
正
が
終
了
し
た
︒
ま
た
︑
十
月
七
日
︑
九
日
と
二
回
︑
父

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶

― 45 ―

表４ 安政三年十月 丙辰日記にみる教育活動状況

延べ数

陰
徳
太
平
記

弘
道
館
記
述
義

左
伝
增
野

陳
龍
川

資
治
通
鑑

名
臣
言
行
録

左
伝
父
百
合
之
助

礼
記
21
日

礼
記
23
日 −

1 增野德民 3030 1 31

2 玉木彦介 55 5

3 佐々木梅三郎 88 1 9

4 佐々木龜之助 0(6）0(6） 0（6）

5 杉梅太郎 0(1）0(1） 0（1）

6 倉橋直之助 1 11 2

7 杉百合之助 0(1）0(1） 0(1）0(1） 0（2）

計 8 0(1） 30 5 0(6） 0(1） 0(1） 3 1 47（9）



百
合
之
助
と
﹃
柳
子
新
論
﹄
の
校
正
作
業
を
し
た
︒
二
十
二
日
︑
二
十
三
日
︑
父
百
合
之
助
と
﹃
海
防
備
論
﹄
の
校
正
作
業
を
し
た
︒

な
お
︑
校
正
作
業
の
記
録
は
こ
の
月
以
降
見
ら
れ
な
い
︒

七
︑
十
二
日
︑﹁
玉
丈
人
来
り
︑
家
大
人
と
幽
谷
の
上
書
を
読
む
︒
余
は
則
ち
与
ら
ず
︵
25
︶

﹂
と
あ
る
︒
こ
れ
よ
り
︑
十
月
に
な
っ
て
も
︑
依
然
︑

父
及
び
叔
父
が
松
陰
を
心
配
し
︑
監
督
・
激
励
の
来
室
・
自
学
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒

八
︑
対
象
が
特
定
で
き
な
い
の
で
一
覧
表
か
ら
外
し
た
が
︑﹁
丙
辰
日
記
﹂
十
月
十
六
日
の
条
に
﹁
是
の
日
︑
阿
嫂
群
妹
の
為
め
に
武
家

女
鑑
の
一
を
読
む
︵
26
︶

﹂
と
あ
る
︒
松
陰
が
兄
嫁
︑
妹
ら
と
勉
強
会
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒

九
︑
外
来
者
は
增
野
の
み
で
あ
る
が
︑
延
べ
参
加
者
に
お
け
る
外
来
者
增
野
の
参
加
占
有
率
は
六
三
・
八
％
で
︑
こ
の
月
︑
初
め
て
外
来

者
が
血
縁
・
地
縁
者
の
参
加
率
を
超
え
た
︒
つ
ま
り
︑
こ
の
十
月
よ
り
幽
囚
室
教
育
は
家
庭
教
育
か
ら
個
人
教
育
の
形
で
﹁
私
塾
﹂
教

育
に
な
っ
た
︒

で
は
︑
安
政
三
年
三
月
か
ら
九
月
ま
で
行
わ
れ
た
家
庭
教
育
と
寺
子
屋
・
私
塾
教
育
と
の
違
い
は
何
で
あ
ろ
う
か
︒
私
は
現
在
の
と
こ

ろ
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
︒

家
庭
教
育
は
︑︵
一
︶
血
縁
・
地
縁
者
の
子
弟
に
生
き
て
行
く
上
で
必
要
な
基
礎
的
知
識
・
技
術
・
道
徳
な
ど
を
教
え
る
必
要
を
感
じ

る
親
や
大
人
の
存
在
︒︵
二
︶
親
や
大
人
に
見
習
・
聞
習
す
る
子
弟
の
存
在
︒︵
三
︶
こ
の
意
味
で
︑
し
つ
け
が
質
量
共
に
深
化
・
拡
大
し

た
﹁
し
つ
け
﹂
教
育
で
あ
る
︒

寺
子
屋
教
育
は
︑︵
一
︶
子
供
に
読
み
・
書
き
・
ソ
ロ
バ
ン
と
い
う
文
字
・
計
数
能
力
や
道
徳
規
範
な
ど
を
学
ば
せ
る
必
要
を
感
じ
る

親
の
存
在
︒︵
二
︶
親
の
勧
め
に
従
っ
て
徒
弟
奉
公
な
ど
の
前
提
と
し
て
︑
基
礎
教
養
修
得
を
目
指
す
寺
子
の
﹁
入
門
﹂︒︵
三
︶
家
計
・

儒
学
的
価
値
に
お
け
る
満
足
・
村
々
の
文
化
的
中
核
と
し
て
の
責
任
︑
義
務
等
よ
り
寺
子
教
育
を
願
う
師
匠
の
存
在
を
基
本
的
条
件
と
し

た
普
通
教
育
で
あ
る
︒
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ま
た
︑
私
塾
教
育
は
︑︵
一
︶
明
確
な
教
育
目
的
︑
教
育
内
容
︵
学
問
・
思
想
・
技
能
︶
を
も
ち
︑
次
世
代
の
青
年
に
そ
れ
を
教
え
た
い

と
願
う
師
匠
の
存
在
︒︵
二
︶
そ
の
師
匠
に
学
び
た
い
と
願
う
外
来
者
︵
他
人
︶
の
参
集
を
基
本
的
条
件
と
し
た
専
門
教
育
で
あ
る
︒

で
は
︑
松
陰
は
こ
の
安
政
三
年
時
︑
ど
の
よ
う
な
教
育
目
的
・
内
容
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒

教
育
目
的
は
︑
安
政
元
年
三
月
︑
失
敗
に
終
わ
っ
た
﹁
下
田
﹂
事
件
︵
27
︶

＝
﹁
墨
夷
︵
28
︶

﹂﹁
膺
懲
︵
29
︶

﹂
の
再
蹶
起
に
向
け
て
の
同
志
・
シ
ン
パ
サ

イ
ザ
ー
の
養
成
・
獲
得
で
あ
る
︵
30
︶

︒
ま
た
︑
教
育
内
容
は
︑
和
漢
の
﹁
義
﹂
の
実
践
に
生
き
た
具
体
的
な
人
物
に
学
ぶ
歴
史
教
育
が
中
心
で

あ
る
︵
31
︶

︒
こ
の
松
陰
の
教
育
目
的
・
内
容
は
特
殊
で
あ
る
︒
よ
っ
て
︑
私
塾
教
育
と
す
る
に
は
無
理
を
感
じ
る
︒
こ
の
意
味
に
お
い
て
︑
私

は
こ
の
十
月
か
ら
の
幽
囚
室
教
育
を
﹁
私
塾
﹂
教
育
と
す
る
︒

で
は
︑
こ
の
条
件
よ
り
︑
改
め
て
增
野
に
対
す
る
﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
会
の
教
育
活
動
状
況
を
見
て
み
た
い
︒

﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
は
貝
原
益
軒
の
﹁
読
書
法
﹂
に
﹁
史
書
の
学
習
法

史
は
古
を
し
る
せ
る
ふ
み
也
︑
記
録
の
こ
と
な
り
︒
史
書
は
︑

往
古
の
迹
を
か
ん
が
へ
て
︑
今
日
の
鑑
と
す
る
事
な
れ
ば
︑
是
亦
経
に
つ
ぎ
て
必
︵
ず
︶
よ
む
べ
し
︒
経
書
を
学
ぶ
い
と
ま
に
和
漢
の
史

を
よ
み
︑
古
今
に
通
ず
べ
し
︒︵
中
略
︶
日
本
の
史
は
︑
日
本
紀
以
下
六
国
史
よ
り
︑
近
代
の
野
史
に
至
る
べ
し
︒
野
史
も
亦
多
し
︒
ひ

ろ
く
見
る
べ
し
︒
中
夏
の
史
は
︑
左
伝
︑
四
季
︑
漢
書
以
下
な
る
べ
し
︵
32
︶

﹂
と
あ
る
︒
こ
れ
よ
り
︑﹁
経
書
﹂
を
終
え
た
者
が
﹁
つ
ぎ
て
必
︵
ず
︶

よ
む
﹂
べ
き
﹁
中
夏
の
史
﹂
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
︵
33
︶

︒

ま
た
︑
鎌
田
正
氏
は
﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
の
内
容
を
︑﹁
春
秋
は
実
に
名
分
を
正
す
こ
と
を
主
と
し
た
も
の
で
﹂︑﹁
孔
子
が
春
秋
を
制
作

し
た
大
義
に
い
た
っ
て
は
︑
後
の
春
秋
学
者
に
よ
っ
て
所
説
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
︑
そ
の
根
本
と
す
る
と
こ
ろ
は
︑
や
は
り
孟

子
や
司
馬
遷
等
の
説
く
よ
う
に
︑
倫
理
を
回
復
し
て
社
会
の
秩
序
を
維
持
し
︑
よ
っ
て
も
っ
て
太
平
の
世
を
樹
立
し
よ
う
と
企
図
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
︵
34
︶

﹂
と
評
し
て
い
る
︒
こ
れ
よ
り
︑﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
は
レ
ベ
ル
的
に
第
一
段
階
の
﹁
経
書
﹂
教
育
を
終
え
た
者
に
適
し
︑
か
つ
︑

思
想
は
松
陰
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
ベ
ク
ト
ル
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
︒
し
か
も
︑
語
る
内
容
は
紀
元
前
の
古
代
魯
国
の
歴
史
で
あ
る
︒
将
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に
︑
眼
前
の
内
憂
外
患
と
対
峙
す
る
松
陰
が
志
向
す
る
教
育
目
的
や
内
容
を
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
む
も
の
で
あ
っ
た
︒
つ
ま
り
︑﹁
尊
王
﹂﹁
攘

夷
﹂
思
想
の
基
礎
・
準
備
教
育
用
と
し
て
最
適
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
︒

︵
五
︶
十
一
月

こ
の
状
況
は
十
一
月
に
な
る
と
再
び
変
化
す
る
︒
表
5
は
十
一
月
の
教
育
活
動
状
況
で
あ
る
︒

表
1
・
5
よ
り
︑
十
一
月
は

一
︑
記
録
の
あ
る
十
二
日
間
に
延
べ
八
名
︵
実
数
三
名
︶
が
八
回
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
︒

二
︑﹁
生
徒
﹂
教
育
用
テ
キ
ス
ト
は
和
書
一
冊
︑
漢
籍
二
冊
で
あ
る
︒
テ
キ
ス
ト
別
参

加
率
は
和
書
三
七
・
五
％
︑
漢
籍
六
二
・
五
％
で
あ
り
︑
漢
籍
中
心
の
教
育
で
あ
る
︒

增
野
へ
の
﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
会
︑
彦
介
へ
の
﹃
陳
龍
川
文
﹄
会
︑
佐
々
木
梅
三
郎
へ

の
﹃
陰
徳
太
平
記
﹄
会
は
前
月
か
ら
の
継
続
で
︑
こ
の
月
新
し
く
開
始
し
た
勉
強
会

は
な
い
︒

三
︑
全
て
個
人
教
育
で
︑
個
人
教
育
率
一
〇
〇
％
で
あ
る
︒
な
お
︑
こ
の
月
は
記
録
も

少
な
く
︑
勉
強
会
全
体
が
減
少
し
て
い
る
︒

こ
の
原
因
は
何
か
︒
松
陰
の
﹁
借
本
録
︵
35
︶

﹂
に
よ
れ
ば
︑
十
月
二
十
一
日
か
ら
十
一

月
十
九
日
に
か
け
︑
表
6
に
あ
る
よ
う
に
︑﹃
本
朝
烈
女
伝
﹄・﹃
陰
徳
太
平
記
﹄・﹃
唐

書
﹄・﹃
名
臣
言
行
録
﹄・﹃
國
語
﹄
な
ど
を
近
隣
よ
り
を
借
り
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
︒

私
は
こ
の
借
本
が
勉
強
会
減
少
の
原
因
で
は
な
い
か
と
見
て
い
る
︒
そ
の
理
由
は
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表５ 安政三年十一月 丙辰日記にみる教育活動状況

延べ数

陰
徳
太
平
記

左
伝
增
野

左
伝
百
合
之
助

陳
龍
川

名
臣
言
行
録

−

1 增野德民 33 3

2 玉木彦介 22 2

3 佐々木梅三郎 33 3

4 杉百合之助 0（2） 0（2）

5 杉梅太郎 0（1） 0（1）

計 3 3 0（2） 2 0（1） 8（3）



こ
う
で
あ
る
︒
松
陰
で
さ
え
こ
れ
程
の
借
本
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
︑蔵
書
を
そ
れ
程
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

来
室
者
は
も
っ
と
持
っ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
︑
当
時
の
教
育
に
も
︑
最
低
限
の
テ
キ
ス
ト
は
必
要
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
︒

よ
っ
て
︑
テ
キ
ス
ト
を
作
る
必
要
が
あ
っ
た
︒
借
本
・
写
本
・
校
正
な
ど
︑
テ
キ
ス
ト
作
成
作
業
で
あ
る
︒
松
陰
は
こ
の
作
業
に
追
わ

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
︒
こ
れ
が
借
本
を
原
因
と
み
る
根
拠
で
あ
る
︒

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
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教
育
の
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遷
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表６ 借本一覧（「借本録」より）

日 付
借本書名 どこから 備考

安政三年 安政四年

1 正月 古事記伝 瀨能

2 10 21 本朝烈女伝 六冊 瀨能

3 10 21
陰徳太平記 巻一
より巻二十迄

高須

4 10 22
四庫全書簡明目録
二帙

中谷

5 10 22 唐書 五冊 佐々木

6 10 27 名臣言行録 四冊 井上

7 11 9 太平御覧 百十冊 中谷

8 11 9 韓非子全書 一冊 中谷

9 11 23 國語 四冊 中谷政亮

10 11 23 唐鑑 中村百合藏

11 11 23 艸訣百韻歌 一冊

12 11 19 名誉三十六佳撰

13 11 19
古事記伝 十一よ
り十五迄

瀨能

14 11 19 国号考 瀨能

15 11 19 前赤壁賦

16 12 10 鈴屋翁略年譜

17 12 10 山陽詩抄 松岡良哉

18 12 12 日本外史二部 福川犀之助

19 12 19 外蕃通書 岸御園

20 正月 11
春秋左氏伝校本
十四冊

齋藤
增野德民
が「持往」

21 正月 28
陰徳太平記 二十
より四十迄

佐々木

22 正月 古事記伝 十冊 瀨能

23 2 21 神皇正統記 土谷



ま
た
︑
こ
れ
よ
り
︑
あ
る
テ
キ
ス
ト
の
勉
強
会
へ
の
参
加
の
主
導
権
は
﹁
師
﹂
で
あ
る
松
陰
に
あ
り
︑﹁
弟
﹂
＝
﹁
生
徒
﹂
で
あ
る

来
室
者
で
は
な
か
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
こ
の
点
で
は
︑
幽
囚
室
教
育
は
一
般
的
な
寺
子
屋
・
私
塾
同
様
︑
否
︑
そ
れ
以
上
に

﹁
師
匠
﹂
で
あ
る
松
陰
に
よ
り
︑﹁
教
育
の
方
針
・
内
容
・
方
法
な
ど
が
規
制
さ
れ
て
い
た
︵
36
︶

﹂
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
︒

四
︑
外
来
者
は
增
野
の
み
で
︑
外
来
者
の
参
加
占
有
率
は
三
七
・
五
％
と
血
縁
・
地
縁
者
を
下
回
っ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
外
来
者
增
野
の

存
在
が
あ
り
︑
准
﹁
私
塾
﹂
教
育
で
あ
る
︒

五
︑
テ
キ
ス
ト
別
参
加
率
は
︑
和
書
は
佐
々
木
梅
三
郎
へ
の
﹃
陰
徳
太
平
記
﹄
会
の
み
で
三
七
・
五
％
︑
漢
籍
は
增
野
へ
の
﹃
春
秋
左
氏

伝
﹄
会
及
び
玉
木
彦
介
へ
の
﹃
陳
龍
川
文
﹄
会
で
六
二
・
五
％
で
あ
る
︒
漢
籍
中
心
の
教
育
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒

六
︑
父
百
合
之
助
と
の
﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
会
︑
兄
梅
太
郎
と
の
﹃
名
臣
言
行
録
﹄
会
は
継
続
し
て
い
る
︒
依
然
︑
父
百
合
之
助
︑
兄
梅
太

郎
が
松
陰
を
心
配
︑
監
督
・
激
励
し
て
い
る
証
左
で
あ
ろ
う
︒

︵
六
︶
十
二
月

十
二
月
︑
幽
囚
室
教
育
は
大
き
く
変
化
す
る
︒
表
7
は
十
二
月
の
教
育
活
動
状
況
で
あ
る
︒

表
1
・
7
よ
り
︑
十
二
月
は

一
︑
記
録
の
あ
る
二
十
日
間
に
延
べ
五
十
五
名
︵
実
数
四
名
︶
が
二
十
五
回
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
︒

二
︑
こ
の
変
化
の
主
因
は
︑
十
一
月
二
十
五
日
の
吉
田
榮
太
郎
︑
十
二
月
十
日
の
岡
部
繁
之
助
の
来
室
で
あ
る
︒
そ
の
結
果
︑
外
来
者
は

增
野
・
榮
太
郎
・
岡
部
の
三
名
と
な
っ
た
︒
外
来
者
の
参
加
占
有
率
は
九
六
・
四
％
で
あ
る
︒

三
︑
こ
の
月
︑
か
つ
て
佐
々
木
龜
之
助
と
﹁
校
﹂
し
た
﹃
日
本
外
史
﹄
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
勉
強
会
を
開
始
し
て
い
る
︒
こ
の
﹃
日
本
外
史
﹄

会
は
翌
安
政
四
年
一
月
ま
で
二
十
三
回
行
わ
れ
た
︒
参
加
頻
度
の
高
い
の
は
吉
田
榮
太
郎
︑
增
野
德
民
の
二
人
で
︑
共
に
十
二
月
十
二
回
︑
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翌
安
政
四
年
一
月
十
一
回
の
計
二
十
三
回
参
加
し
て
い
る
︒
そ
の
他
︑
岡
部
繁
之
助

が
十
二
月
八
回
︑
翌
安
政
四
年
一
月
八
回
の
計
十
六
回
︑
玉
木
彦
介
が
十
二
月
一
回
︑

翌
安
政
四
年
一
月
七
回
の
計
八
回
︑
佐
々
木
謙
藏
が
安
政
四
年
一
月
に
二
回
︑
弟
梅

三
郎
が
一
回
参
加
し
て
お
り
︑
述
べ
七
十
三
名
が
参
加
し
た
︒

な
お
︑
こ
の
月
︑﹃
日
本
外
史
﹄
へ
の
述
べ
出
席
数
は
全
体
の
六
〇
％
を
占
め
た
︒

で
は
︑﹃
日
本
外
史
﹄
会
の
意
味
す
る
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
︒

『日
本
外
史
﹄
は
賴
山
陽
が
二
十
余
年
の
歳
月
を
か
け
て
執
筆
し
︑
文
政
十
︵
一
八
二
七
︶

年
に
松
平
定
信
に
献
じ
た
歴
史
書
で
あ
る
︒
漢
の
司
馬
遷
の
﹃
史
記
﹄
の
体
裁
に
な

ら
い
︑
源
平
両
氏
か
ら
徳
川
氏
ま
で
武
家
十
三
氏
の
盛
衰
興
亡
の
跡
を
漢
文
で
記
し

た
も
の
で
あ
る
︒
尾
藤
正
英
氏
は
﹁
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
︑﹃
日
本
外
史
﹄
ほ

ど
多
く
の
読
者
を
も
っ
た
歴
史
書
は
な
か
っ
た
︒︵
中
略
︶
本
書
が
そ
の
よ
う
に
広

く
愛
読
さ
れ
た
理
由
と
し
て
は
︑
ま
ず
文
章
の
優
れ
て
い
る
こ
と
と
︑
内
容
の
親
し

み
易
さ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
︒︵
中
略
︶
山
陽
の
文
章
は
︑
当
時
の
文
人
の
水
準
か
ら

す
れ
ば
平
明
で
あ
っ
て
︑
多
数
の
読
者
に
理
解
さ
れ
易
い
性
格
を
備
え
て
い
た
︒︵
中

略
︶﹃
日
本
外
史
﹄
で
は
︑
個
々
の
人
物
の
人
間
像
を
描
写
し
︑
そ
の
心
情
の
美
し
さ
︑

行
動
の
正
し
さ
や
勇
ま
し
さ
を
顕
彰
す
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
て
︑
直
接
に

読
者
の
心
情
に
ふ
れ
る
要
素
が
大
き
い
︒
人
々
は
そ
れ
を
読
む
こ
と
を
通
じ
て
︑
武

士
と
し
て
の
生
き
方
を
︑
あ
る
い
は
日
本
人
と
し
て
の
人
生
観
を
︑
学
ぶ
こ
と
が
で

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶

― 51 ―

表７ 安政三年十二月 丙辰日記にみる教育活動状況

延べ数

日
本
外
史

兵
要
録

農
家
益

父
師
善
誘
法

晉
語

國
語

孝
経

唐
鑑

左
伝
百
合
之
助

名
臣
言
行
録

−

1 吉田榮太郎 12 1 4 1 2 20

2 增野德民 12 1 4 1 2 20

3 玉木彦介 1 1 2

4 岡部繁之助 8 11 44 13

5 杉百合之助 0（6）0（6） 0（6）

6 杉梅太郎 0（1）0（1） 0（1）0（1） 0（2）

計 33 1 0（1） 4 2 8 3 4 0（6） 0（1） 55（8）



き
た
の
で
あ
る
︒︵
中
略
︶
本
書
で
は
﹃
勤
王
﹄
も
し
く
は
﹃
尊
王
﹄
が
武
士
に
と
っ
て
至
上
の
道
徳
的
義
務
と
み
な
さ
れ
て
い
る
点
︵
37
︶

﹂

が
特
質
と
評
し
て
い
る
︒

以
上
よ
り
︑﹃
日
本
外
史
﹄
は
︑︵
一
︶﹁
文
章
﹂
が
﹁
優
れ
て
﹂
お
り
︑
か
つ
﹁
平
明
﹂
で
あ
り
︑
初
心
者
向
け
で
あ
っ
た
こ
と
︒︵
二
︶

﹁
個
々
の
人
物
﹂
の
﹁
心
情
の
美
し
さ
﹂﹁
行
動
の
正
し
さ
や
勇
ま
し
さ
﹂
を
﹁
顕
彰
す
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
﹂
お
り
︑﹁
直
接

に
読
者
の
心
情
に
ふ
れ
る
要
素
が
大
き
い
﹂
こ
と
︒︵
三
︶﹁
武
士
﹂
の
﹁
至
上
の
道
徳
的
義
務
﹂
を
﹁
勤
王
﹂﹁
尊
王
﹂
と
し
て
い
る

こ
と
等
よ
り
︑﹁
下
田
事
件
﹂
後
︑
再
蹶
起
に
向
け
同
志
・
シ
ン
パ
サ
イ
ザ
ー
の
養
成
・
獲
得
を
目
指
し
て
︑
教
育
を
志
向
し
た
松
陰

に
と
っ
て
は
ベ
ス
ト
な
教
育
内
容
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
︒

四
︑
新
参
の
岡
部
繁
之
助
に
対
し
て
の
み
︑
松
陰
は
個
人
教
育
﹃
兵
要
録
﹄
会
を
一
回
︑﹃
父
師
善
誘
法
﹄
会
を
四
回
行
っ
て
い
る
︒
こ

の
月
の
個
人
教
育
率
は
九
・
一
％
で
あ
り
︑
個
人
教
育
は
集
団
教
育
に
比
し
減
少
傾
向
に
あ
る
︒
こ
れ
は
こ
の
十
二
月
に
︑
幽
囚
室
に

お
け
る
外
来
者
へ
の
集
団
教
育
︵
集
団
へ
の
一
斉
授
業
で
あ
っ
た
か
︑
そ
れ
と
も
集
団
内
で
の
個
別
授
業
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
︶
が
開
始

さ
れ
た
証
左
と
な
る
︒
つ
ま
り
︑
家
庭
教
育
か
ら
﹁
私
塾
﹂
教
育
へ
変
化
し
て
い
た
幽
囚
室
教
育
に
︑
更
に
個
人
教
育
か
ら
集
団
教
育

へ
と
い
う
変
化
が
認
め
ら
れ
る
︒

五
︑
吉
田
榮
太
郎
・
增
野
德
民
相
手
に
﹃
晉
語
﹄
会
一
回
︑﹃
國
語
﹄
会
四
回
︑﹃
唐
鑑
﹄
会
二
回
を
行
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
こ
の
二
人
に

玉
木
彦
介
を
加
え
︑﹃
孝
経
﹄
を
﹁
講
︵
38
︶

﹂
じ
て
い
る
︒

六
︑﹁
生
徒
﹂
教
育
用
テ
キ
ス
ト
は
和
書
二
冊
︑
漢
籍
五
冊
で
あ
る
︒
テ
キ
ス
ト
別
参
加
率
は
和
書
六
一
・
八
％
︑
漢
籍
三
八
・
二
％
で

あ
り
︑
和
書
中
心
の
勉
強
で
あ
る
︒

七
︑
十
月
か
ら
の
父
百
合
之
助
と
の
﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
会
︑
兄
梅
太
郎
と
の
﹃
名
臣
言
行
録
﹄
会
を
継
続
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
新
た
に
兄

梅
太
郎
と
﹃
農
家
益
﹄
会
を
行
っ
て
い
る
︒
依
然
︑
父
百
合
之
助
と
兄
梅
太
郎
が
松
陰
を
心
配
︑
監
督
・
激
励
し
て
い
る
証
左
で
あ
る
︒
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二

安
政
四
年

表
8
は
﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂﹁
丁
巳
日
乗
﹂
な
ど
よ
り
ま
と
め
た
安
政
四
年
一
月
か
ら
同
年
十
一
月
ま
で
の
勉
強
会
実
施
日
︑
使
用
テ

キ
ス
ト
︑
来
室
者
な
ど
の
一
覧
で
あ
る
︒

︵
一
︶
一
月

安
政
四
年
一
月
︑
松
陰
の
勉
強
会
は
盛
況
の
様
相
を
見
せ
る
︒
表
9
は
四
年
一
月
の
教
育
活
動
状
況
で
あ
る
︒

表
8
・
9
よ
り
︑
一
月
は

一
︑
記
録
の
あ
る
二
十
九
日
間
に
延
べ
百
五
十
八
名
︵
実
数
九
名
︶
が
五
十
六
回
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
︒

二
︑
述
べ
参
加
者
が
多
い
の
は
︑﹃
日
本
外
史
﹄
会
四
十
名
︑﹃
坤
輿
図
識
﹄
会
二
十
六
名
︑﹃
孟
子
﹄
会
二
十
五
名
︵
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

の
佐
々
木
龜
之
助
を
除
く
︶︑
か
つ
て
父
百
合
之
助
と
﹁
校
﹂
し
た
書
で
あ
る
﹃
経
済
要
録
﹄
会
二
十
二
名
で
あ
る
︒

三
︑
個
人
教
育
と
し
て
︑
玉
木
彦
介
に
﹃
方
正
学
文
粋
﹄
会
を
五
回
︑
佐
々
木
梅
三
郎
に
﹃
坤
輿
図
識
﹄
会
を
一
回
︑
大
賀
春
哉
に
﹃
医

学
の
要
﹄
会
を
一
回
︑
國
司
仙
吉
に
﹃
礼
記
﹄
会
を
三
回
行
っ
て
い
る
︒
こ
の
月
の
個
人
教
育
率
は
六
・
三
％
で
あ
り
︑
集
団
教
育
中

心
で
あ
る
︒

四
︑
吉
田
榮
太
郎
・
增
野
德
民
・
岡
部
繁
之
助
・
妻
木
彌
次
郎
・
大
賀
春
哉
・
國
司
仙
吉
ら
外
来
者
の
参
加
占
有
率
は
七
〇
・
九
％
で
あ
る
︒

五
︑﹁
生
徒
﹂
教
育
用
テ
キ
ス
ト
は
和
書
九
冊
︵
39
︶

︑
漢
籍
四
冊
︑
不
明
一
冊
の
計
十
四
冊
で
あ
る
︒
テ
キ
ス
ト
別
参
加
率
は
和
書
七
〇
・
九
％
︑

漢
籍
二
六
・
六
％
︑
不
明
二
・
五
％
で
あ
る
︒
和
書
中
心
で
あ
る
︒

六
︑
四
日
の
条
に
﹁
夕
飯
後
︑
岡
部
繁
之
助
・
增
野
德
民
・
榮
太
郎
と
外
史
八
枚
を
受
く
︒
夜
︑
岡
部
・
佐
々
木
謙
藏
・
德
民
・
榮
太
郎

と
講
釈
す
︵
40
︶

﹂
と
あ
る
︒﹁
丁
巳
日
乗
﹂
は
こ
の
一
月
四
日
か
ら
一
月
十
三
日
ま
で
﹁
門
人
﹂
が
記
録
し
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
こ
の
日
の

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶
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「 生 徒 」 等
形態 記録者(全松陰)・勉

強以外の来室者名國司仙吉 大賀春哉 熊野寅二郎 松陰 玉木文之進 妻木彌次郎 久保淸太郎 土屋恭平 髙橋藤之進 中谷 冷泉雅二郎 提山 佐世八十郎

－ 松陰記録 勉強の記
録なし

読む

読む

講ず

受く 門弟記録

受く

講釈す テキスト不明

國司仙吉 －

－

玉木文之進 読む

読む

読む 「野山獄読書記」には
佐々木梅三郎とある

妻木彌次郎 読む

國司仙吉 読む

読む

読む

講ず

読む 松陰記録 勉強の記
録なし

－

大賀春哉 会講

読む

－

－

大賀春哉 論ず

－

－

國司仙吉 －

大賀春哉 －

読む

講ず 門弟記録

読み

読む

読む

講ず 「経済要録終る。坤輿
図誌を読む」とあり

読む

読む

読む

読む

亥後、「会講」あり。
岡部繁之助･佐々木謙
藏･玉木彦介･增野德
民･吉田榮太郎参加



吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
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吉
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（
川
口
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日付 テキスト 対 象

安政4 和 書 漢 籍 計 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介 岡部繁之助 佐々木梅三郎 佐々木謙藏 佐々木龜之助 杉梅太郎 有吉熊次郎 馬島春海

1 1月 1 日

2 1月 2 日 経済要録 2 吉田榮太郎 增野德民

3 1月 3 日
方正学文粋 1 玉木彦介

孟子 5 增野德民 玉木彦介 岡部繁之助 佐々木謙藏 佐々木龜之助

4 1月 4 日

方正学文粋 1 玉木彦介

日本外史 3 吉田榮太郎 增野德民 岡部繁之助

テキスト不明 4 吉田榮太郎 增野德民 岡部繁之助 佐々木謙藏

5 1月 5 日
礼記 1

禹貢 2 玉木彦介 岡部繁之助

6 1月 6 日
牧民忠告 1

日本外史新田氏 4 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介 岡部繁之助

7 1月 7 日

坤輿図識 1 佐々木梅三郎

禹貢 4 玉木彦介 岡部繁之助 佐々木謙藏

礼記 1

経済要録 3 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介

8 1月 8 日
日本外史 6 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介 岡部繁之助 佐々木梅三郎 佐々木謙藏

孟子 6 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介 岡部繁之助 佐々木梅三郎 佐々木謙藏

9 1月 9 日 経済要録 2 吉田榮太郎 增野德民

10 1月10日

禹貢 3 吉田榮太郎 玉木彦介 岡部繁之助

孟子 6 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介 岡部繁之助 佐々木謙藏

経済要録 2 吉田榮太郎 增野德民

11 1月11日

方正学文粋 1 玉木彦介

日本外史新田氏
訖る 4 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介 岡部繁之助

医学の要 1

12 1月12日

経済要録 朝 2 吉田榮太郎 增野德民

経済要録 夕方 2 吉田榮太郎 增野德民

礼記 1

経済要録 3 吉田榮太郎 增野德民

13 1月13日 経済要録 2 吉田榮太郎 增野德民

14 1月14日 孟子 5 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介 岡部繁之助 佐々木謙藏

15 1月15日

経済要録 2 吉田榮太郎 增野德民

方正学文粋 1 玉木彦介

経済要録 2 吉田榮太郎 增野德民

16 1月16日 武教全書 5 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介 岡部繁之助 佐々木謙藏

17 1月17日

図誌（坤輿図識
カ） 2 吉田榮太郎 增野德民

日本外史 4 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介 岡部繁之助

日本外史 4 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介 岡部繁之助

18 1月18日 図誌＝坤輿図識 2 吉田榮太郎 增野德民

表８ 安政四年（総合）野山獄読書記・丁巳日乗にみるテキスト、「生徒」、来室者など 1/3
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読む

「野山獄読書記」に「図
誌」はないが、正月の
欄に「坤輿図識三冊
梅三･榮太･德民の為め
に」とある。よって、
内容より、坤輿図識か

読む

読む

読む

－

－

読む

講ず

読む

読む

読む

講ず

読む

読む

読む

読む

読む

読む

読む

読み了

読む

読む

講ず

読む

読む

読む

読む

読む

講ず

読む

読む

読む

読む

國司仙吉 読む

読む

「 生 徒 」 等
形態 記録者(全松陰)・勉

強以外の来室者名國司仙吉 大賀春哉 熊野寅二郎 松陰 玉木文之進 妻木彌次郎 久保淸太郎 土屋恭平 髙橋藤之進 中谷 冷泉雅二郎 提山 佐世八十郎
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（
川
口
）

19 1月19日 図誌＝坤輿図識 3 吉田榮太郎 增野德民 佐々木梅三郎

20 1月20日

山陽詩鈔巻の一 3 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介

方正学文粋 1 玉木彦介

日本外史 5 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介 岡部繁之助 佐々木謙藏

21 1月21日
坤輿図識 3 吉田榮太郎 增野德民 佐々木梅三郎

山陽詩鈔 3 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介

22 1月22日

日本外史補 2 吉田榮太郎 增野德民

武教全書 4 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介 岡部繁之助

山陽詩鈔 3 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介

23 1月23日 坤輿図識 3 吉田榮太郎 增野德民 佐々木梅三郎

24 1月24日
日本外史補 2 吉田榮太郎 增野德民

孟子 4 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介 岡部繁之助

25 1月25日
坤輿図識 3 吉田榮太郎 增野德民 佐々木梅三郎

日本外史補 2 吉田榮太郎 增野德民

26 1月26日 坤輿図識 3 吉田榮太郎 增野德民 佐々木梅三郎

27 1月27日 長門金匱 2 吉田榮太郎 增野德民

28 1月28日
周南の文 2 吉田榮太郎 增野德民

坤輿図識 3 吉田榮太郎 增野德民 佐々木梅三郎

29 1月29日
日本外史 4 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介 岡部繁之助

坤輿図識 3 吉田榮太郎 增野德民 佐々木梅三郎

30 2月 1 日
方正学文粋 1 玉木彦介

陰徳太平記 1 佐々木梅三郎

31 2月 2 日

32 2月 3 日
中庸 1 岡部繁之助

陰徳太平記 1 佐々木梅三郎

33 2月 4 日

34 2月 5 日

35 2月 6 日
周南の文 1 吉田榮太郎

周南の文 2 吉田榮太郎 增野德民

36 2月 7 日
周南の文 2 吉田榮太郎 增野德民

周南の文 2 吉田榮太郎 增野德民

37 2月 8 日
中庸 1 岡部繁之助

周南の文 2 吉田榮太郎 增野德民

38 2月 9 日
周南の文 3 吉田榮太郎 增野德民 岡部繁之助

周南の文 2 吉田榮太郎 增野德民

39 2月10日
周南の文 2 吉田榮太郎 增野德民

礼記 1

40 2月11日 周南の文 3 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介

41 3月 名臣言行録
後集 1 杉梅太郎

42 農業全書 3 吉田榮太郎 增野德民

日付 テキスト 対 象

安政4 和 書 漢 籍 計 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介 岡部繁之助 佐々木梅三郎 佐々木謙藏 佐々木龜之助 杉梅太郎 有吉熊次郎 馬島春海

表８ 安政四年（総合）野山獄読書記・丁巳日乗にみるテキスト、「生徒」、来室者など 2/3
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國司仙吉

髙橋藤之進

久保淸太郎

土屋恭平

熊野寅二郎 松陰 講ず 参加者に松陰の名前
あり

松洞を飲餞す

記録なし

中谷 中谷茂十郎カ

冷泉雅二郎

提山

佐世八十郎

「 生 徒 」 等
形態 記録者(全松陰)・勉

強以外の来室者名國司仙吉 大賀春哉 熊野寅二郎 松陰 玉木文之進 妻木彌次郎 久保淸太郎 土屋恭平 髙橋藤之進 中谷 冷泉雅二郎 提山 佐世八十郎
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43 朱竹 文粋 3 吉田榮太郎 增野德民 佐々木龜之助

44 陰徳太平記 1 佐々木梅三郎

45 詩経集伝 3 吉田榮太郎 增野德民 佐々木龜之助

46 4月 三国志 2 吉田榮太郎 增野德民

47 茶山詩 1 吉田榮太郎

48 5月
唐宋八家文
柳宗元・歐
陽修

2 增野德民 有吉熊次郎

49 唐宋八家文
蘇洵 2 玉木彦介 馬島春海

50 新策 2 吉田榮太郎 岡部繁之助

51 蒙求拾遺 2

52 唐宋八家文
大蘇 1

53 長井記 1 佐々木梅三郎

54 山陽詩鈔 1 玉木彦介

55 閏5月 0

56 6月 詩経品物図攷 1 增野德民

57 三国志 2 吉田榮太郎 增野德民

58 女誡訳述 3 吉田榮太郎 增野德民 佐々木梅三郎

59 陰徳太平記 1 佐々木梅三郎

60 精里三集 1 岡部繁之助

61
唐宋八家文
柳宗元・歐
陽修

2 增野德民 有吉熊次郎

62 関原合戦記

63 唐宋八家文
歐陽修 3 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介

64 唐宋八家文
歐陽修 2 增野德民 有吉熊次郎

65 懲毖録 1 佐々木謙藏

66 吉田物語附尾 1 佐々木梅三郎

67 魏叔子文抄 2 吉田榮太郎 增野德民

68 7月 精里三集 1 岡部繁之助

69 8月 陳龍川 1

70 10日 論語序 5 增野德民 玉木彦介 岡部繁之助

71 15日

72 9月 0

73 10月 古文所見集 1

74 11月 白石遺文 1

75 楊升菴文集 1

76 日本政記 1

日付 テキスト 対 象

安政4 和 書 漢 籍 計 吉田榮太郎 增野德民 玉木彦介 岡部繁之助 佐々木梅三郎 佐々木謙藏 佐々木龜之助 杉梅太郎 有吉熊次郎 馬島春海

表８ 安政四年（総合）野山獄読書記・丁巳日乗にみるテキスト、「生徒」、来室者など 3/3



記
録
者
は
﹁
門
人
﹂
で
あ
る
︒
よ
っ
て
︑﹁
夕
飯
後
﹂
に
﹁
受
﹂
け

た
﹁
外
史
﹂
の
﹁
講
釈
﹂
会
を
︑﹁
記
録
者
﹂
が
岡
部
・
佐
々
木
謙
藏
・

吉
田
・
增
野
ら
と
﹁
門
弟
﹂
だ
け
で
﹁
夜
﹂
行
っ
た
︑
と
解
釈
す
る

こ
と
が
で
き
る
︒
ま
た
︑
前
日
三
日
の
条
に
︑
松
陰
の
手
で
︑﹁
夜
︑

佐
々
木
謙
藏
・
岡
部
繁
之
助
・
彦
介
・
德
民
の
為
め
に
孟
子
公
孫
丑

の
首
章
を
講
ず
︒
龜
之
助
も
亦
至
る
︵
41
︶

﹂
と
あ
る
︒
こ
れ
よ
り
︑
あ
る

い
は
︑﹃
孟
子
﹄
の
﹁
講
釈
﹂
を
松
陰
か
ら
引
き
続
き
受
け
た
︑
と

取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
︒
詳
細
は
不
明
︒

七
︑
一
月
六
日
︑
玉
木
文
之
進
と
一
対
一
で
︑﹁
読
む
﹂
と
し
て
︑﹃
牧

民
忠
告
﹄
会
を
行
っ
て
い
る
︒
依
然
︑
玉
木
文
之
進
が
松
陰
を
心
配

し
︑
監
督
・
激
励
の
た
め
の
学
習
会
と
思
わ
れ
る
︒

︵
二
︶
二
月

勉
強
会
は
二
月
に
な
り
減
少
す
る
︒﹁
丁
巳
日
乗
﹂
の
記
録
も
二
月

﹁
朔
旦
﹂
か
ら
十
一
日
迄
で
終
わ
っ
て
い
る
︵
42
︶

︒
よ
っ
て
︑
そ
れ
以
降
は
︑

﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂
を
中
心
と
し
て
作
成
し
た
︒
表
10
は
安
政
四
年
二

月
の
教
育
活
動
状
況
で
あ
る
︒

表
8
・
10
よ
り
︑
二
月
は
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表９ 安政四年一月 丁巳日乗にみる教育活動状況

延べ数

日
本
外
史

経
済
要
録

武
教
全
書

周
南
の
文

坤
輿
図
識

坤
輿
図
識

山
陽
詩
鈔

長
門
金
匱

医
学
の
要

孟
子

牧
民
忠
告

禹
貢
方
正
学
文
粋

礼
記
不
明

−

1 吉田榮太郎 11 10 2 1 9 3 1 4 1 1 43

2 增野德民 11 10 2 1 9 3 1 5 1 43

3 玉木彦介 7 1 2 3 5 3 55 26

4 岡部繁之助 8 2 5 3 1 19

5 佐々木梅三郎 1 7 11 1 10

6 佐々木謙藏 2 1 1 4 1 1 10

7 佐々木龜之助 0（1）0（1） 0（1）

8 妻木彌次郎 1 1

9 大賀春哉 1 11 1 3

10 國司仙吉 33 3

11 玉木文之進 0（1）0（1） 0（1）

合計 40 22 9 2 26 1 9 2 1 25（1） 0（1） 9 5 3 4 158(2)



一
︑
記
録
の
あ
る
十
一
日
間
に
延
べ
二
十
五
名
︵
実
数
六
名
︶
が
十
五
回
の
勉
強
会
に

参
加
し
た
︒

二
︑
個
人
教
育
と
し
て
︑
吉
田
榮
太
郎
に
﹃
周
南
の
文
﹄
会
を
一
回
︑
玉
木
彦
介
に
一

月
よ
り
始
め
た
﹃
方
正
学
文
粋
﹄
会
を
一
回
︑
岡
部
繁
之
助
に
﹃
中
庸
﹄
会
を
二
回
︑

佐
々
木
梅
三
郎
に
安
政
三
年
十
月
よ
り
の
﹃
陰
徳
太
平
記
﹄
会
を
二
回
︑
國
司
仙
吉

に
一
月
よ
り
始
め
た
﹃
礼
記
﹄
会
を
一
回
行
っ
て
い
る
︒
こ
の
月
の
個
人
教
育
率
は

二
八
％
で
あ
る
︒
集
団
教
育
中
心
で
あ
る
︒

三
︑
安
政
四
年
一
月
よ
り
始
め
た
增
野
德
民
・
吉
田
榮
太
郎
へ
の
﹃
周
南
の
文
﹄
会
に
︑

新
た
に
玉
木
彦
介
・
岡
部
繁
之
助
が
一
回
宛
参
加
し
︑
こ
の
月
終
了
し
た
︒

四
︑
外
来
者
の
参
加
占
有
率
は
八
四
％
で
あ
る
︒

五
︑﹁
生
徒
﹂
教
育
用
テ
キ
ス
ト
は
和
書
三
冊
︑
漢
籍
三
冊
で
あ
る
︒
テ
キ
ス
ト
別
参

加
率
は
和
書
八
四
％
︑
漢
籍
一
六
％
で
あ
る
︒
和
書
中
心
の
教
育
で
あ
る
︒

︵
三
︶
三
月

表
11
は
﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂
に
よ
る
︑
三
月
の
教
育
活
動
状
況
で
あ
る
︒

表
8
・
11
よ
り
︑
三
月
は

一
︑
延
べ
八
名
︵
実
数
三
名
︶
が
五
回
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
︒

二
︑
吉
田
榮
太
郎
・
增
野
德
民
・﹁
豐
﹂
に
﹃
農
業
全
書
﹄
会
を
一
回
行
っ
て
い
る
︒﹁
豐
﹂
は
不
明
︵
43
︶

︒

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶
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表10 安政四年二月 丁巳日乗にみる教育活動状況

延べ数

陰
徳
太
平
記

周
南
の
文

周
南
の
文

方
正
学
文
粋

中
庸

礼
記

−

1 吉田榮太郎 8 11 9

2 增野德民 8 8

3 玉木彦介 1 11 2

4 岡部繁之助 1 22 3

5 佐々木梅三郎 22 2

6 國司仙吉 11 1

合計 2 18 1 1 2 1 25



三
︑
吉
田
榮
太
郎
・
增
野
德
民
・
佐
々
木
龜
之
助
に
﹃
朱
竹
坨
文
粋
﹄
会
・﹃
詩
経

集
伝
﹄
会
を
そ
れ
ぞ
れ
一
回
行
っ
て
い
る
︒
佐
々
木
龜
之
助
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参

加
と
思
わ
れ
る
︒

四
︑
個
人
教
育
と
し
て
︑
安
政
三
年
十
月
よ
り
始
め
た
佐
々
木
梅
三
郎
へ
の
﹃
陰
徳

太
平
記
﹄
会
は
こ
の
月
一
回
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
︒
こ
の
月
の
個
人
教
育
率

は
一
二
・
五
％
で
あ
る
︒
集
団
教
育
中
心
で
あ
る
︒

五
︑
外
来
者
の
参
加
占
有
率
は
八
七
・
五
％
で
あ
る
︒

六
︑﹁
生
徒
﹂
教
育
用
テ
キ
ス
ト
は
和
書
二
冊
︑
漢
籍
二
冊
で
あ
る
︒
テ
キ
ス
ト
別

参
加
率
は
和
書
五
〇
％
︑
漢
籍
五
〇
％
で
あ
る
︒

七
︑
兄
梅
太
郎
と
一
対
一
で
﹃
名
臣
言
行
録
後
集
﹄
会
を
行
っ
て
い
る
︒
管
見
の
及

ぶ
限
り
︑
こ
れ
が
父
百
合
之
助
︑
叔
父
玉
木
文
之
進
︑
兄
梅
太
郎
ら
が
松
陰
を
心

配
し
︑
監
督
・
激
励
の
意
味
で
開
い
た
学
習
会
の
最
後
の
記
録
で
あ
る
︒

︵
四
︶
四
月

安
政
四
年
四
月
は
﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂
の
記
録
そ
の
も
の
が
減
少
し
て
い
る
︒
表
12
は
安
政
四
年
四
月
の
教
育
活
動
状
況
で
あ
る
︒

表
8
・
12
よ
り
︑
四
月
は

一
︑
延
べ
三
名
︵
実
数
二
名
︶
が
二
回
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
︒

二
︑
個
人
教
育
と
し
て
︑
吉
田
榮
太
郎
に
﹃
茶
山
詩
﹄
会
を
一
回
行
っ
て
い
る
︒
こ
の
月
の
個
人
教
育
率
は
三
三
・
三
％
で
あ
る
︒
集
団
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表11 安政四年三月 野山獄読書記にみる教育活動状況

延べ数

農
業
全
書

陰
徳
太
平
記

名
臣
言
行
録
後
集

朱
竹
坨
文
粋

詩
経
集
伝 −

1 吉田榮太郎 1 1 1 3

2 增野德民 1 1 1 3

3 佐々木梅三郎 11 1

4 佐々木龜之助 0（1）0（1） 0（1）0（1） 0（2）

5 杉梅太郎 0（1）0（1） 0（1）

6 豐 1 1

計 3 1 0（1） 2（1） 2（1） 8（3）



教
育
中
心
で
あ
る
︒
な
お
︑
榮
太
郎
へ
の
個
人
教
育
は
こ
の
月
と
安
政
四
年
二
月
の
﹃
周
南

の
文
﹄
会
の
二
回
の
み
で
あ
る
︒
こ
れ
は
表
13
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
︑
吉
田
榮
太
郎
へ
の
個

人
教
育
は
主
要
参
加
者
の
中
で
も
少
な
い
︒

三
︑
こ
の
月
新
た
に
︑
吉
田
榮
太
郎
・
增
野
德
民
に
︑
六
月
ま
で
二
回
に
わ
た
る
﹃
三
国
志
﹄

会
を
開
始
し
て
い
る
︒

四
︑
来
室
・
勉
強
会
参
加
者
は
吉
田
榮
太
郎
・
增
野
德
民
の
み
で
︑
外
来
者
の
参
加
占
有
率
は

一
〇
〇
％
で
あ
る
︒

五
︑﹁
生
徒
﹂
教
育
用
テ
キ
ス
ト
は
和
書
一
冊
︑
漢
籍
一
冊
で
あ
る
︒
テ
キ
ス
ト
別
参
加
率
は

和
書
三
三
・
三
％
︑
漢
籍
六
六
・
七
％
で
あ
る
︒
漢
籍
中
心
で
あ
る
︒

六
︑
こ
の
四
月
は
勉
強
会
が
減
少
し
て
い
る
︒
そ
の
原
因
で
あ
る
︒
松
陰
は
﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂
四
月
の
条
に
︑﹁
四
月

是
の
月
肝
臓

病
あ
り
︑
読
書
の
少
な
き
は
先
づ
卜
す
べ
し
︒
十
二
三
日
後
初
め
て
常
に
復
す
︵
44
︶

﹂
と
記
し
︑
ま
た
︑
﹁
丁
巳
詩
稿
﹂
に
は
︑﹁
病
に
臥
し

自
ら
警
む
︑
時
に
榮
太
も
亦
病
む
︒
因
つ
て
書
し
て
之
れ
を
贈
る
﹂
と
題
し
て
︑﹁
鴻
業
艱
難
多
し
︑
寧
ん
ぞ
一
死
地
な
か
ら
ん
や
︒

糜
粥
胃
腸
を
調
へ
︑
湯
薬
医
治
に
委
す
︒
鋭
を
養
ふ
は
平
生
に
在
り
︑
慎
ん
で
病
を
将
つ
て
戯
る
る
な
か
れ
︵
45
︶

﹂
と
詠
ん
で
い
る
︒
こ
れ

よ
り
︑
こ
の
月
︑
松
陰
は
﹁
肝
臓
病
﹂
を
病
み
︑
吉
田
榮
太
郎
も
﹁
病
﹂
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
︒

な
お
︑﹁
丁
巳
日
乗
﹂
一
月
三
日
の
条
に
︑﹁
暁
︑
阿
豐
急
病
あ
り
︑
医
岡
田
以
伯
・
松
岡
良
哉
来
る
︵
46
︶

﹂
と
あ
る
︒﹁
阿
豐
﹂
は
兄
梅
太

郎
の
長
女
で
︑
松
陰
の
姪
で
あ
る
︒
そ
れ
に
﹁
岡
田
以
伯
・
松
岡
良
哉
﹂
が
往
診
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒

岡
田
以
伯
は
﹁
文
化
十
四
年
七
月
二
十
八
日
に
萩
藩
医
岡
田
宗
伯
の
子
と
し
て
萩
の
東
郊
松
本
椎
原
に
生
れ
た
﹂
人
で
︑
そ
の
﹁
母
は

近
所
に
住
ん
で
ゐ
た
同
藩
士
杉
百
合
之
助
常
道
の
長
女
の
ぶ
︵
文
政
八
年
九
月
朔
日
生
︶
で
あ
る
︒
故
に
の
ぶ
は
吉
田
松
陰
の
姉
に
あ
た
る
︒

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶
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表12 安政四年四月

野山獄読書記にみる教育活動状況

延べ数

茶
山
詩

三
国
志

−

1 吉田榮太郎 11 1 2

2 增野德民 1 1

計 1 2 3



山賀生 大賀春哉 國司仙吉 髙橋藤之進 土屋恭平 中谷茂十郎カ 冷泉雅二郎 提山 佐世八十郎 計 総計

0 0

１新論 1 5

30 44

3 8

5 5

１医学の要 ３礼記 4 10

１礼記 4 7

0 1

1 1

１唐宋八家
文大蘇 1 3

0 0

2 5

1 1

１陳龍川文抄 1 1

0 0

１古文所見集 1 1

１白石遺文 １日本政記 １楊升菴文集 3 3

1 1 4 1 1 1 1 1 1 57 95

1 3 5 1 1 1 1 1 1

100 33.3 80 100 100 100 100 100 100

― 64 ―



玉木彦介 佐々木梅三郎 佐々木謙藏 高須瀧之允 倉橋直之助 計 增野德民 吉田榮太郎 岡部繁之助

安政３ 8

9 ２（蒙求） ２陰徳太平記 4

10 ５陳龍川
文抄 ８陰徳太平記 １礼記 14 30春秋左氏伝

11 ２陳龍川
文抄 ３陰徳太平記 5 ３春秋左

氏伝

12 0 １兵要録・
４父師善誘法

安政４ 1 ５方正学
文粋 １坤輿図識 6

2 １方正学
文粋 ２陰徳太平記 3 １周南の文 ２中庸

3 １陰徳太平記 1

4 0 １茶山詩

5 １山陽詩
抄 １長井記 2

閏５ 0

6
１陰徳太平
記・１吉田物
語附尾

1懲毖録 3 １詩経品
物図攷 １精里三集

7 0 １精里三集

8 0

9 0

10 0

11 0

16 18 1 2 1 38 34 2 9

個人の
全受講数 46 31 11 3 4 118 82 39

個人教育
受講率％ 34.8 58.1 9.1 66.7 25 28.8 2.4 23.1

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶
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表13 個人教育記録



︵
中
略
︶
松
陰
は
時
々
治
療
を
受
け
て
﹂
い
た
人
で
︑
後
︑﹁
文
久
三
年
頃
よ
り
藩
主
毛
利
敬
親
お
よ
び
世
子
夫
人
の
侍
医
︵
47
︶

﹂
と
な
っ
た
医

者
で
あ
る
︒

ま
た
︑
松
岡
良
哉
﹁
名
は
経
平
﹂
は
﹁
文
化
二
年
熊
毛
郡
平
生
に
生
れ
﹂
た
人
で
︑﹁
天
保
十
三
年
に
当
時
防
長
医
界
の
泰
斗
と
し
て

名
声
天
下
に
高
か
つ
た
賀
屋
恭
安
が
死
ん
だ
が
︑
そ
の
最
後
は
経
平
に
治
療
を
一
任
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
か
ら
考
へ
る
と
少
壮
に
し
て
そ
の

学
識
人
格
が
す
ぐ
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
吉
田
松
陰
も
経
平
の
治
療
を
う
け
て
ゐ
る
﹂
と
さ
れ
る
人
で
あ
る
︒
松
岡
は
後
﹁
一
代
藩

医
︵
48
︶

﹂
と
な
っ
て
い
る
︒

こ
れ
よ
り
︑
松
陰
を
診
察
し
た
の
は
こ
の
二
人
か
ど
ち
ら
か
の
一
人
で
あ
ろ
う
︒
医
者
と
し
て
の
二
人
の
業
績
よ
り
︑﹁
肝
臓
病
﹂
と

の
見
立
は
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
︵
49
︶

︒

以
上
よ
り
︑
こ
の
四
月
︑
松
陰
が
病
気
だ
っ
た
こ
と
が
記
録
・
勉
強
会
減
少
の
原
因
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
︑
吉
田
榮
太
郎
も
病
気
で
あ
っ

た
こ
と
は
︑
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
こ
れ
よ
り
︑
松
陰
が
い
か
に
榮
太
郎
を
評
価
し
て
い
た
か
が
分
か
る
︒

︵
五
︶
五
月

安
政
四
年
五
月
︑
新
た
に
有
吉
熊
次
郎
︑
馬
島
春
海
︑
髙
橋
藤
之
進
が
来
室
し
︑
勉
強
会
は
再
び
勢
い
を
取
り
戻
す
︒
表
14
は
安
政
四

年
五
月
の
教
育
活
動
状
況
で
あ
る
︒

表
8
・
14
よ
り
︑
五
月
は

一
︑
延
べ
十
一
名
︵
実
数
十
名
︶
が
七
回
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
︒

二
︑
こ
の
月
新
た
に
︑
吉
田
榮
太
郎
・
岡
部
繁
之
助
と
﹃
新
策
﹄
会
を
一
回
︑
國
司
仙
吉
︑
﹁
佐
﹂
と
﹃
蒙
求
拾
遺
﹄
会
を
一
回
行
っ
て

い
る
︒﹁
佐
﹂
は
佐
々
木
梅
三
郎
か
佐
々
木
謙
藏
の
ど
ち
ら
か
と
思
わ
れ
る
︒
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三
︑
個
人
教
育
と
し
て
︑
玉
木
彦
介
に
安
政
四
年
一
月
に
行
っ
た
﹃
山

陽
詩
鈔
﹄
会
を
一
回
行
っ
て
い
る
︒
松
陰
が
彦
介
に
追
加
の
要
を

認
め
た
故
か
︒
ま
た
︑
佐
々
木
梅
三
郎
に
﹃
長
井
記
﹄
会
を
一
回
︑

新
た
に
来
室
し
た
髙
橋
藤
之
進
に
﹃
唐
宋
八
家
文

大
蘇
﹄
会
を

一
回
行
っ
て
い
る
︒
こ
の
月
の
個
人
教
育
率
は
二
七
・
三
％
で
あ

る
︒
集
団
教
育
中
心
で
あ
る
︒

四
︑
新
た
に
来
室
し
た
有
吉
熊
次
郎
と
增
野
德
民
に
﹃
唐
宋
八
家
文

柳
宗
元
・
歐
陽
修
﹄
会
を
一
回
行
っ
て
い
る
︒
翌
六
月
は
增
野
を

玉
木
彦
介
に
変
え
て
継
続
し
て
い
る
︒

五
︑
新
た
に
来
室
し
た
馬
島
春
海
と
玉
木
彦
介
に
﹃
唐
宋
八
家
文

蘇
洵
﹄
会
を
一
回
行
っ
て
い
る
︒

六
︑
新
た
な
外
来
者
が
増
え
︑
外
来
者
の
参
加
占
有
率
は
六
三
・
六
％

で
あ
る
︒

七
︑﹁
生
徒
﹂
教
育
用
テ
キ
ス
ト
は
和
書
四
冊
︑
漢
籍
三
冊
で
あ
る
︒

テ
キ
ス
ト
別
参
加
率
は
和
書
五
四
・
五
％
︑
漢
籍
四
五
・
五
％
で
あ
る
︒

八
︑
翌
閏
五
月
は
勉
強
会
の
記
録
が
皆
無
で
あ
る
︒
こ
の
原
因
は
︑
松
陰
が
烈
婦
登
波
の
伝
記
﹁
討
賊
始
末
﹂
の
原
稿
執
筆
に
集
中
し
て

い
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
︵
50
︶

︒

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶
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表14 安政四年五月 野山獄読書記にみる教育活動状況

延べ数

新
策

蒙
求
拾
遺

長
井
記

山
陽
詩
抄

唐
宋
八
家
文

柳
宗
元
・
歐
陽
修

唐
宋
八
家
文

蘇
洵

唐
宋
八
家
文

大
蘇

−

1 吉田榮太郎 1 1

2 增野德民 1 1

3 玉木彦介 11 1 2

4 佐々木梅三郎 11 1

5 佐 1 1

6 岡部繁之助 1 1

7 國司仙吉 1 1

8 有吉熊次郎 1 1

9 馬島春海 1 1

10 髙橋藤之進 11 1

計 2 2 1 1 2 2 1 11



︵
六
︶
六
月

六
月
は
新
た
な
勉
強
会
が
見
ら
れ
る
︒
表
15
は
安
政
四
年
六
月
の
教
育
活

動
状
況
で
あ
る
︒

表
8
・
15
よ
り
︑
六
月
は

一
︑
延
べ
十
九
名
︵
実
数
七
名
︶
が
十
二
回
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
︒

二
︑
新
た
に
︑
吉
田
榮
太
郎
・
增
野
德
民
・
佐
々
木
梅
三
郎
に
﹃
女
誡
訳
述
﹄

会
を
一
回
行
っ
て
い
る
︒

三
︑
個
人
教
育
と
し
て
︑
增
野
德
民
に
﹃
詩
経
品
物
図
攷
﹄
会
を
︑
佐
々
木

梅
三
郎
に
﹃
陰
徳
太
平
記
﹄
会
・﹃
吉
田
物
語
附
尾
﹄
会
を
︑
佐
々
木
謙

藏
に
﹃
懲
毖
録
﹄
会
を
︑
岡
部
繁
之
助
に
﹃
精
里
三
集
﹄
会
を
そ
れ
ぞ
れ

一
回
宛
行
っ
て
い
る
︒
こ
の
月
の
個
人
教
育
率
は
二
六
・
三
％
で
あ
る
︒

集
団
教
育
中
心
で
あ
る
︒

四
︑
新
た
に
︑
吉
田
榮
太
郎
・
增
野
德
民
・
玉
木
彦
介
に
﹃
唐
宋
八
家
文
歐

陽
修
﹄
会
を
︑
增
野
德
民
・
有
吉
熊
次
郎
に
﹃
唐
宋
八
家
文
歐
陽
修
﹄
会

を
︑
吉
田
榮
太
郎
・
增
野
德
民
に
﹃
魏
叔
子
文
抄
﹄
会
を
そ
れ
ぞ
れ
一
回

宛
行
っ
て
い
る
︒

五
︑
先
月
五
月
︑
新
た
に
来
室
し
た
有
吉
熊
次
郎
及
び
增
野
德
民
に
一
回

行
っ
た
﹃
唐
宋
八
家
文

柳
宗
元
・
歐
陽
修
﹄
会
を
︑
対
象
を
有
吉
熊
次
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表15 安政四年六月 野山獄読書記にみる教育活動状況

延べ数

女
誡
訳
述

陰
徳
太
平
記

精
里
三
集

吉
田
物
語
附
尾

関
原
合
戦
記

詩
経
品
物
図
攷

三
国
志

唐
宋
八
家
文

柳
宗
元
・
歐
陽
修

唐
宋
八
家
文

歐
陽
修

唐
宋
八
家
文

歐
陽
修

懲
毖
録

魏
叔
子
文
抄

−

1 吉田榮太郎 1 1 1 1 4

2 增野德民 1 11 1 1 1 1 1 7

3 玉木彦介 1 1

4 佐々木梅三郎 1 11 11 3

5 佐々木謙藏 11 1

6 久保淸太郎 0（1）0（1） 0（1）

7 岡部繁之助 11 1

8 有吉熊次郎 1 1 2

計 3 1 1 1 0（1） 1 2 2 3 2 1 2 19（1）



郎
・
玉
木
彦
介
と
変
え
て
継
続
し
て
い
る
︒

六
︑
外
来
者
の
参
加
占
有
率
は
七
三
・
七
％
で
あ
る
︒

七
︑﹁
生
徒
﹂
教
育
用
テ
キ
ス
ト
は
和
書
四
冊
︑
漢
籍
七
冊
で
あ
る
︒
テ
キ
ス
ト
別
参
加
率
は
和
書
三
一
・
六
％
︑
漢
籍
六
八
・
四
％
で

あ
る
︒
漢
籍
中
心
で
あ
る
︒

七
︑
来
室
し
た
畏
友
久
保
淸
太
郎
と
学
習
会
﹃
関
ヶ
原
合
戦
記
﹄
会
を
一
回
行
っ
て
い
る
︒
久
保
は
あ
る
い
は
松
陰
を
心
配
し
︑
激
励
の

た
め
に
来
室
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒

︵
七
︶
七
月

七
月
は
勉
強
会
の
記
録
が
激
減
す
る
︒
表
16
は
安
政
四
年
七
月
の
教
育
活
動
状
況
で
あ
る
︒

表
8
・
16
よ
り
︑
七
月
は

一
︑
延
べ
一
名
︵
実
数
一
名
︶
が
一
回
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
︒

二
︑
六
月
か
ら
継
続
の
岡
部
繁
之
助
へ
の
個
人
教
育
﹃
精
里
三
集
﹄
会
一
回
の
み
で
あ
る
︒
個
人

教
育
率
は
一
〇
〇
％
で
あ
る
︒

三
︑﹁
生
徒
﹂
教
育
用
テ
キ
ス
ト
は
和
書
一
冊
の
み
で
︑
テ
キ
ス
ト
別
参
加
率
は
和
書
一
〇
〇
％
で

あ
る
︒
外
来
者
の
参
加
占
有
率
一
〇
〇
％
で
あ
る
︒
こ
の
七
月
以
降
︑
幽
囚
室
で
の
松
陰
の
教

育
活
動
は
衰
頽
傾
向
が
見
ら
れ
る
︒
こ
の
原
因
は
調
査
中
︒

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶
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延べ数

精
里
三
集

−

1 岡部繁之助 11 1

計 1 1

表16 安政四年七月

野山獄読書記にみる教育活動状況



︵
八
︶
八
月

﹁
丁
巳
日
乗
﹂
の
八
月
に
関
す
る
記
録
は
﹁
八
月
十
日
﹂﹁
十
五
日
﹂﹁
二
十
日
︵
51
︶

﹂
の
み
で
あ
る
︒
よ
っ
て
︑
安
政
四
年
八
月
の
教
育
活

動
状
況
は
﹁
丁
巳
日
乗
﹂
に
﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂
を
加
え
て
作
成
し
た
表
17
の
通
り
で
あ
る
︒

表
8
・
17
よ
り
︑
八
月
は

一
︑
延
べ
五
名
︵
実
数
五
名
︶
が
二
回
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
︒

二
︑
新
し
く
来
室
し
た
土
屋
恭
平
の
﹁
為
め
に
︵
52
︶

﹂︑
と
し
て
︑
個
人
教
育
﹁
陳
龍
川

文
一
﹂
会
を
一
回
開
始
し
て
い
る
︒
こ
の
月
の
個
人
教
育
率
は
二
〇
％
で
あ
る
︒

三
︑﹁
丁
巳
日
乗
﹂
に
﹁
八
月
十
日

論
語
序
︑
熊
野
寅
二
郎
・
德
民
・
岡
部
繁
二
郎
・

松
陰
・
玉
木
彦
介
︑
以
上
講
ず
︒
序
了
る
︵
53
︶

﹂
と
あ
る
︒﹁
松
陰
﹂
と
自
身
の
名
前

を
四
番
目
に
記
し
て
い
る
こ
と
よ
り
︑
あ
る
い
は
︑
こ
の
順
番
で
五
名
で
輪
講
し

た
︑
と
い
う
意
味
か
も
し
れ
な
い
︒
と
す
れ
ば
︑
增
野
﹁
德
民
﹂︑﹁
岡
部
﹂
繁
之

助
︑﹁
玉
木
彦
介
﹂
の
学
問
的
成
長
の
証
左
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒

四
︑﹁
生
徒
﹂
教
育
用
テ
キ
ス
ト
は
漢
籍
二
冊
で
︑
テ
キ
ス
ト
別
参
加
率
は
漢
籍

一
〇
〇
％
で
あ
る
︒
外
来
者
の
参
加
占
有
率
八
〇
％
で
あ
る
︒

︵
九
︶
十
月

安
政
四
年
九
月
は
﹁
丁
巳
日
乗
﹂
に
記
録
が
な
く
︑﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂
の
記
録
だ
け
で
あ
る
︒
そ
の
﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂
の
九
月
の

条
に
は
教
育
活
動
状
況
の
記
録
は
な
く
︑
松
陰
の
読
書
記
録
の
み
で
あ
る
︒
表
18
は
安
政
四
年
十
月
の
教
育
活
動
状
況
で
あ
る
︒
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延べ数

論
語
序

陳
龍
川
文

−

1 熊野寅二郎 1 1

2 增野德民 1 1

3 岡部繁二郎 1 1

4 松陰 0（1） 0（1）

5 玉木彦介 1 1

6 土屋恭平 11 1

計 4（1） 1 5（1）

表17 安政四年八月

丁巳日乗・野山獄読書記にみる教育活動状況



表
8
・
18
よ
り
︑
十
月
は

一
︑
延
べ
一
名
︵
実
数
一
名
︶
が
一
回
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
︒

二
︑
個
人
教
育
と
し
て
︑
畏
友
中
谷
正
亮
の
甥
中
谷
茂
十
郎
に
﹃
古
文
所
見
集
﹄
会
を
一
回
行
っ

て
い
る
︒
個
人
教
育
率
は
一
〇
〇
％
で
あ
る
︒

三
︑﹁
生
徒
﹂
教
育
用
テ
キ
ス
ト
は
漢
籍
一
冊
で
︑
テ
キ
ス
ト
別
参
加
率
は
漢
籍
一
〇
〇
％
︑

外
来
者
の
参
加
占
有
率
一
〇
〇
％
で
あ
る
︒

︵
十
︶
十
一
月

十
一
月
は
︑﹁
十
一
月
五
日
︑
久
保
氏
と
力
を
協
せ
︑
杉
氏
の
宅
地
内
に
在
る
小
舎
を
修
補

し
て
松
下
村
塾
に
充
て
︑
こ
の
日
を
以
て
開
く
︒
塾
主
表
面
は
尚
ほ
久
保
氏
な
る
も
︑
事
実
は

松
陰
の
主
宰
な
り
︵
54
︶

﹂
と
あ
る
︒
こ
の
十
一
月
は
新
た
に
来
室
し
た
外
来
者
三
名
に
対
し
︑
各
一

回
の
み
の
勉
強
会
の
記
録
が
あ
る
︒
表
19
は
安
政
四
年
十
一
月
の
教
育
活
動
状
況
で
あ
る
︒

表
8
・
19
よ
り
︑
十
一
月
は

一
︑
延
べ
三
名
︵
実
数
三
名
︶
が
三
回
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
︒

二
︑
冷
泉
雅
二
郎
︑
提
山
︑
佐
世
八
十
郎
が
新
た
に
来
室
し
た
︒

三
︑
個
人
教
育
と
し
て
︑
冷
泉
に
﹃
白
石
先
生
遺
文
﹄
会
︑
提
山
に
﹃
楊
升
菴
文
集
﹄
会
︑
佐

世
に
﹃
日
本
政
記
﹄
会
を
そ
れ
ぞ
れ
一
回
行
っ
て
い
る
︒
こ
の
月
の
個
人
教
育
率
は
一
〇
〇
％

で
あ
る
︒

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶
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延べ数

古
文
所
見
集

−

1 中谷茂十郎カ 11 1

計 1 1

表18 安政四年十月

野山獄読書記にみる教育活動状況

表19 安政四年十一月

野山獄読書記にみる教育活動状況

延べ数

白
石
遺
文

日
本
政
記

楊
升
菴
文
集

−

1 冷泉雅二郎 11 1

2 提山 11 1

3 佐世八十郎 11 1

計 1 1 1 3



四
︑﹁
生
徒
﹂
教
育
用
テ
キ
ス
ト
は
和
書
二
冊
︑
漢
籍
一
冊
で
あ
る
︒
テ
キ
ス
ト
別
参
加
率
は
和
書
六
六
・
七
％
︑
漢
籍
三
三
・
三
％
で

あ
る
︒
外
来
者
の
参
加
占
有
率
は
一
〇
〇
％
で
あ
る
︒

お

わ

り

に

以
上
述
べ
た
︑
松
陰
の
安
政
三
年
八
月
か
ら
安
政
四
年
十
一
月
ま
で
の
間
に
お
け
る
︑
幽
囚
室
で
の
教
育
活
動
の
月
毎
の
変
遷
を
ま
と

め
た
も
の
が
表
20
で
あ
る
︒
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準備・
基礎教育

準備期 幽 囚 室幽 囚 室
松下松下
村塾村塾

安政四年
計

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 10月 11月

8 3 1 3 6 0 1 0 0 92

1 0 0 2 2 0 1 0 0 19

3 3 2 6 3 0 3 0 0 28

4 3 2 8 5 0 4 0 0 47

1 0 0 2 2 0 1 0 0 59

17 7 2 6 12 0 3 0 0 204

18 7 2 8 14 0 4 0 0 263

0 0 0 0 0 0 0 1 0 6

7 1 1 3 5 1 1 1 3 95

1 1 0 2 2 0 0 0 0 16

4 0 1 1 1 1 1 1 3 18

5 1 1 3 3 1 1 1 0 34

1 1 0 2 2 0 0 0 0 40

6 0 1 1 3 1 1 1 3 55

7 1 1 3 5 1 1 1 3 95

9 4 3 11 8 1 5 1 0 78

25 8 3 11 19 1 5 1 3 358358

3 1 0 3 3 0 0 0 0 60

18 3 1 3 3 1 0 0 2 150

21 4 1 6 6 1 0 0 2 210

1 0 0 1 2 0 1 0 0 38

3 4 2 4 11 0 4 1 1 106

4 4 2 5 13 0 5 1 1 144

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

25 8 3 11 19 1 5 1 3 358358

0 3 0 0 1 0 0 0 0 36

0 2 0 0 1 0 0 0 0 14

0 3 0 0 1 0 0 0 0 36

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 10月 11月
計

安政四年



吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶
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家庭教育

「私塾」教育
準備・準備・
基礎教育基礎教育

準備期準備期 幽 囚 室
松下
村塾

年 血縁・地縁者と外来者別 安政三年

月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

集団教育

実施回数 1 2 1 0 20 46

実参加者数
血縁・地縁者 3 3 2 0 2 3

外来者 0 0 1 0 2 5

計 3 3 3 0 4 8

延べ参加者数
血縁・地縁者 3 6 2 0 2 40

外来者 0 0 1 0 48 108

計 3 6 3 0 50 148

延べオブザーバー参加者数 3 1 0 0 0 1

個人教育

実施回数 0 5 44 8 5 10

実参加者数
血縁・地縁者 0 2 3 2 1 2

外来者 0 1 1 1 0 2

計 0 3 4 3 1 4

延べ参加者
血縁・地縁者 0 4 14 5 5 6

外来者 0 1 30 3 0 4

計 0 5 44 8 5 10

集団＋個人教育
実参加者数 3 6 7 3 5 12

延べ参加者数 3 11 47 8 55 158 358

教育での使用テキ
スト別参加者数

和書延べ参加者数
血縁・地縁者 3 9 8 3 1 26

外来者 0 0 0 0 33 86

計 3 9 8 3 34 112

漢籍延べ参加者数
血縁・地縁者 0 2 9 2 1 19

外来者 0 0 30 3 20 23

計 0 2 39 5 21 42

不明図書参加者数
血縁・地縁者 0 0 0 0 0 1

外来者 0 0 0 0 0 3

計 0 0 0 0 0 4

総計 3 11 47 8 55 158 358

松陰のための学習会（勉強会）

学習会（勉強会）

松陰・来室者間での
一対一の勉強会

学習会回数 4 7 9 3 8 1

実参加者数 1 2 3 2 2 1

延べ参加者数 4 7 9 3 8 1

来室者同士での勉強会

勉強会回数 0 0 1 0 0 0

実参加者数 0 0 2 0 0 0

延べ参加者数 0 0 2 0 0 0

月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

年 安政三年

表20 月毎の変遷



こ
れ
よ
り
︑
吉
田
松
陰
の
幽
囚
室
教
育
に
関
し

一
︑
安
政
三
年
八
︑
九
月
は
家
庭
教
育
で
あ
る
︒
そ
れ
は
﹃
武
教
全
書
﹄
会
が
中
心
で
あ
っ
た
︒
な
お
︑
八
月
は
集
団
教
育
︑
使
用
テ
キ

ス
ト
は
和
書
で
あ
る
︒
九
月
に
個
人
教
育
︹
和
書
﹃
陰
徳
太
平
記
﹄
会
︵
高
須
瀧
之
允
︶・
和
書
﹃
新
論
﹄
会
︵
山
賀
生
︶・
漢
籍
﹃
蒙
求
﹄

会
︵
玉
木
彦
介
︶︺
が
開
始
さ
れ
た
︒
そ
の
使
用
テ
キ
ス
ト
は
和
書
中
心
で
あ
っ
た
︒
と
り
わ
け
︑
高
須
や
彦
介
へ
の
テ
キ
ス
ト
を
見

れ
ば
︑
基
礎
教
育
︑
将
来
の
﹁
私
塾
﹂
教
育
に
向
け
た
準
備
教
育
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
︒

二
︑
安
政
三
年
十
月
︑
外
来
者
增
野
德
民
の
来
室
で
︑
個
人
教
育
の
形
で
具
体
的
な
﹁
私
塾
﹂
教
育
に
向
け
た
基
礎
・
準
備
教
育
が
始
ま

る
︒
松
陰
は
增
野
へ
の
﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
会
を
三
十
回
行
っ
て
い
る
︒
十
月
の
使
用
テ
キ
ス
ト
は
漢
籍
中
心
で
あ
る
︒

三
︑
十
一
月
︑
幽
囚
室
教
育
は
低
迷
す
る
︒
個
人
教
育
︹
和
書
﹃
陰
徳
太
平
記
﹄
会
三
回
︵
佐
々
木
梅
三
郎
︶・
漢
籍
﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
会

三
回
︵
增
野
德
民
︶・
漢
籍
﹃
陳
龍
川
文
抄
﹄
会
二
回
︵
玉
木
彦
介
︶︺
の
み
で
あ
る
︒
こ
の
月
の
中
心
は
テ
キ
ス
ト
作
成
作
業
で
︑
松

陰
待
望
の
﹁
私
塾
﹂
教
育
に
向
け
た
準
備
期
間
と
考
え
ら
れ
る
︒

四
︑
安
政
三
年
十
二
月
︑
幽
囚
室
教
育
は
本
格
化
す
る
︒
そ
れ
は
外
来
者
の
成
長
︑
増
加
が
主
因
で
あ
ろ
う
︒
そ
の
結
果
︑
松
陰
待
望
の

﹃
日
本
外
史
﹄
会
と
い
う
教
育
内
容
の
質
的
変
化
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
︒
こ
の
状
況
は
安
政
四
年
六
月
ま
で
継
続
し
た
︒

こ
の
間
の
実
参
加
者
数
は
血
縁
・
地
縁
者
四
名
︵
玉
木
彦
介
・
佐
々
木
梅
三
郎
・
佐
々
木
謙
藏
・﹁
佐
﹂
︶︑
外
来
者
十
名
︵
吉
田
榮
太
郎
・

增
野
德
民
・
岡
部
繁
之
助
・
妻
木
彌
次
郎
・
大
賀
春
哉
・
國
司
仙
吉
・
豐
・
有
吉
熊
次
郎
・
馬
島
春
海
・
髙
橋
藤
之
進
︶
で
︑
勉
強
会
へ
の
延
べ
参

加
者
は
血
縁
・
地
縁
者
四
十
七
名
︑
外
来
者
二
百
名
で
あ
る
︒
ま
た
︑
こ
の
間
の
使
用
テ
キ
ス
ト
は
安
政
三
年
十
二
月
か
ら
四
年
二
月

ま
で
は
和
書
中
心
︒
三
月
は
和
・
漢
籍
同
数
︒
四
月
︑
六
月
は
漢
籍
︑
五
月
は
和
書
中
心
で
あ
る
︒
安
政
三
年
十
二
月
か
ら
四
年
六
月

ま
で
の
間
︑
和
書
勉
強
会
へ
の
延
べ
参
加
者
は
百
八
十
四
名
︵
血
縁
・
地
縁
者
三
十
七
名
︑
外
来
者
百
四
十
七
名
︶
で
︑
漢
籍
勉
強
会
へ
は

延
べ
九
十
一
名
︵
血
縁
・
地
縁
者
二
十
四
名
︑
外
来
者
六
十
七
名
︶
で
あ
る
︒
和
書
勉
強
会
へ
の
参
加
者
が
多
い
︒
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五
︑
安
政
三
年
十
二
月
か
ら
四
年
六
月
ま
で
の
間
︑
個
人
教
育
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
︒
こ
の
間
の
個
人
教
育
は
三
十
二
回
︵
内
︑

血
縁
・
地
縁
者
十
六
回
︑
外
来
者
十
六
回
︶
で
あ
る
︒

六
︑
安
政
四
年
七
月
以
降
︑﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂
の
記
録
を
見
る
限
り
﹁
私
塾
﹂
教
育
と
し
て
の
幽
囚
室
教
育
は
﹁
衰
頽
︵
55
︶

﹂
し
た
︒
集
団

教
育
は
八
月
の
漢
籍
﹃
論
語
序
﹄
会
︵
玉
木
彦
介
の
み
血
縁
者
︒
他
の
熊
野
寅
二
郎
・
增
野
德
民
・
岡
部
繁
二
郎
は
外
来
者
︶
一
回
の
み
で
あ
る
︒

他
は
六
回
の
個
人
教
育
︹
和
書
﹃
精
里
三
集
﹄
会
︵
岡
部
繁
之
助
︶・
漢
籍
﹃
陳
龍
川
文
抄
﹄
会
︵
土
屋
恭
平
︶・
漢
籍
﹃
古
文
所
見
集
﹄

会
︵
中
谷
茂
十
郎
︶・
和
書
﹃
白
石
遺
文
﹄
会
︵
冷
泉
雅
二
郎
︶・
和
書
﹃
日
本
政
記
﹄
会
︵
提
山
︶
・
漢
籍
﹃
楊
升
菴
文
集
﹄
会
︵
佐
世
八

十
郎
︶︺
が
確
認
で
き
る
︒
参
加
者
は
全
て
外
来
者
︑
使
用
テ
キ
ス
ト
は
和
書
・
漢
籍
半
々
で
あ
る
︒

七
︑
松
陰
は
新
た
な
外
来
者
に
対
し
個
人
教
育
︑
そ
れ
も
漢
籍
教
育
を
行
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
︒
安
政
三
年
九
月
来
室
の
山
賀
生
︑
十
月

の
增
野
德
民
︑
十
二
月
の
岡
部
繁
之
助
︑
安
政
四
年
一
月
の
大
賀
春
哉
・
國
司
仙
吉
︑
五
月
の
髙
橋
藤
之
進
︑
八
月
の
土
屋
恭
平
︑
十

月
の
中
谷
茂
十
郎
︑
十
一
月
の
冷
泉
雅
二
郎
・
提
山
・
佐
世
八
十
郎
が
そ
れ
で
あ
る
︒
一
方
で
︑
安
政
三
年
十
二
月
来
室
の
吉
田
榮
太

郎
︑
安
政
四
年
一
月
の
妻
木
彌
次
郎
︑
三
月
の
﹁
豐
﹂︑
五
月
の
有
吉
熊
次
郎
・
馬
島
春
海
︑
八
月
の
熊
野
寅
二
郎
・
岡
部
繁
二
郎
に

対
し
て
は
行
っ
て
い
な
い
︒
こ
の
原
因
に
つ
い
て
は
研
究
中
︒

八
︑
父
杉
百
合
之
助
︑
叔
父
玉
木
文
之
進
︑
兄
梅
太
郎
ら
が
松
陰
を
心
配
し
︑
監
督
・
激
励
の
意
味
で
開
い
た
学
習
会
は
安
政
四
年
三
月

が
最
後
で
あ
る
︑
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
︒

註

︵
1
︶
松
下
村
塾
に
関
し
︑
玖
村
敏
雄
は
﹁
有
隣
は
そ
の
二
十
五
日
﹃
松
本
村
に
延
き
︑
立
て
て
塾
の
師
と
な
す
﹄︒
富
永
は
こ
れ
か
ら
三
無
生
と
力
を
戮

せ
て
邑
学
振
興
の
事
に
従
つ
た
︒︵
中
略
︶
こ
ゝ
で
塾
と
い
ふ
の
は
松
陰
の
幽
室
に
隣
る
杉
家
の
客
間
で
あ
つ
た
と
推
定
せ
ら
れ
る
︒
か
く
て
富
永
を

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶
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表
面
の
塾
師
と
な
し
︑
松
陰
を
裏
面
の
主
持
者
と
し
︑
久
保
淸
太
郎
を
忠
実
な
る
協
同
者
と
し
て
︑
安
政
四
年
七
月
の
終
頃
松
陰
の
松
下
村
塾
の
基

礎
は
全
く
確
立
し
た
﹂︵
玖
村
敏
雄
﹃
吉
田
松
陰
﹄
岩
波
書
店
︑
昭
和
十
七
年
︑
二
三
三
頁
︒︶
と
記
し
て
い
る
︒
一
方
︑
高
橋
文
博
氏
は
︵
安
政
三

年
時
︶
﹁
教
え
を
受
け
る
常
連
が
い
る
か
ら
︑
松
陰
の
幽
室
を
学
塾
と
い
っ
て
も
よ
い
が
︑
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
松
下
村
塾
で
は
な
い
︒︵
中
略
︶
安
政

四
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
入
塾
す
る
も
の
が
急
増
し
︑
二
〇
人
を
超
え
る
新
規
の
来
塾
者
が
あ
っ
た
︒︵
中
略
︶
こ
う
な
る
と
幽
室
四
畳
半
で
は

狭
い
の
で
︑
杉
家
の
敷
地
内
に
あ
っ
た
小
屋
を
修
理
し
て
塾
舎
と
す
る
こ
と
に
し
︑
安
政
四
年
一
一
月
五
日
に
八
畳
一
間
の
新
塾
舎
が
完
成
し
た
︒

松
陰
は
︑
幽
室
か
ら
こ
こ
に
移
っ
て
起
居
す
る
こ
と
に
な
る
︒
松
陰
が
主
宰
し
︑
富
永
・
清
太
郎
が
補
佐
す
る
︑
松
陰
の
松
下
村
塾
が
︑
こ
の
と
き

誕
生
し
た
﹂
︵
高
橋
文
博
﹃
吉
田
松
陰
﹄
清
水
書
院
︑
二
〇
〇
五
年
︑
一
一
三

−

一
一
六
頁
︒︶
と
述
べ
て
い
る
︒
な
お
︑﹃
吉
田
松
陰
全
集
﹄
の
﹁
吉

田
松
陰
年
譜
﹂
に
は
︑
安
政
四
年
﹁
十
一
月
五
日
︑
久
保
氏
と
力
を
協
せ
︑
杉
氏
の
宅
地
内
に
在
る
小
舎
を
修
補
し
て
松
下
村
塾
に
充
て
︑
こ
の
日

を
以
て
開
く
︒
塾
主
表
面
は
尚
ほ
久
保
氏
な
る
も
︑
事
実
は
松
陰
の
主
宰
な
り
﹂︹
山
口
県
教
育
会
編
﹃
吉
田
松
陰
全
集
﹄
大
和
書
房
︑
昭
和
四
十
九

年
︑
九
巻
︑
六
七
七
頁
︒
以
下
︑
同
全
集
か
ら
の
引
用
は
︑﹁
吉
田
松
陰
年
譜
﹂︵﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
六
七
七
頁
︶︒
と
略
記
す
る
︒︺
と
あ
る
︒
た
だ
し
︑

﹁
門
弟
﹂
よ
り
﹁
家
学
教
授
の
許
可
申
請
書
﹂
が
提
出
さ
れ
︑
萩
藩
政
府
か
ら
の
正
式
の
許
可
が
下
り
た
の
は
安
政
五
年
七
月
二
十
日
で
あ
る
︒
こ
の

間
の
経
緯
は
﹁
家
学
教
授
許
可
関
係
文
書

安
政
五
年
﹂︵
九
巻
︑
八
九

−

九
一
頁
︒︶
参
照
︒

︵
2
︶
﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂︵﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
四
二
七
頁
︶︒

︵
3
︶
前
書
︑
四
二
八
頁
︒
安
政
二
年
六
月
︑
松
陰
が
野
山
獄
で
同
囚
相
手
に
始
め
た
﹃
孟
子
﹄
の
﹁
講
読
﹂
会
の
こ
と
︒
安
政
二
年
十
二
月
十
五
日
︑

松
陰
の
野
山
獄
出
獄
後
︑
十
二
月
二
十
四
日
に
幽
囚
室
で
一
度
行
わ
れ
た
︒
そ
の
後
な
ぜ
か
中
断
し
︑
安
政
三
年
三
月
二
十
一
日
に
再
開
さ
れ
た
︒

こ
の
時
︑
松
陰
は
﹁
歳
維
れ
丙
辰
︑
律
︑
姑
洗
に
中
る
︒
春
服
既
に
成
れ
ど
も
︑
浴
沂
の
心
を
絶
ち
︑
芳
林
正
に
華
ひ
ら
け
ど
も
︑
踏
青
の
楽
し
み

を
忘
る
︒
閤
を
閉
ざ
し
て
書
を
読
み
︑
独
り
昼
長
き
を
喜
び
︑
客
を
謝
し
事
を
省
き
て
︑
幸
に
世
の
囂
し
き
を
脱
る
︒
下
浣
の
初
め
︑
念
一
の
夕
︑

父
兄
親
戚
同
じ
く
一
堂
に
会
し
て
復
た
旧
業
を
尋
ね
︑
爰
に
劄
記
を
修
し
て
︑
歳
月
を
記
し
︑
千
万
年
に
伝
ふ
︒
二
十
一
回
猛
士
自
ら
題
す
﹂︵﹁
講
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孟
劄
記
﹂
﹃
全
集
﹄
三
巻
︑
二
三
七
頁
︒︶
と
決
意
を
記
し
て
い
る
︒

︵
4
︶
前
書
︑
四
二
九
頁
︒

︵
5
︶
前
書
︑
四
三
〇
頁
︒

︵
6
︶
前
書
︑
四
三
三
頁
︒

︵
7
︶
前
書
︑
四
三
四

−

四
三
五
頁
︒

︵
8
︶
前
書
︑
四
三
七
頁
︒

︵
9
︶
﹁
関
係
人
物
略
伝

佐
々
木
龜
之
助
﹂︵﹃
全
集
﹄
十
巻
︑
五
三
二
頁
︶︒

︵
10
︶
﹁
武
教
全
書
講
録
﹂︵﹃
全
集
﹄
四
巻
︑
一
一
頁
︶︒

︵
11
︶
山
鹿
素
行
研
究
の
大
家
堀
勇
雄
氏
は
︑
素
行
は
﹁﹃
武
教
小
学
﹄
を
﹃
武
教
全
書
﹄
の
巻
頭
に
お
き
︑
前
者
に
お
い
て
武
士
の
道
徳
を
︑
後
者
に
お

い
て
戦
術
を
述
べ
︑
以
て
山
鹿
流
兵
学
の
教
科
書
と
し
︵
中
略
︶
兵
学
の
重
点
が
日
常
の
修
養
・
道
徳
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
︑﹃
小
学
﹄
の
道
を
体

得
し
て
始
め

（
マ
マ
）

て
﹃
全
書
﹄
の
戦
術
を
正
し
く
用
い
得
る
こ
と
︑
即
ち
武
士
た
る
の
道
を
知
ら
ぬ
者
は
︑
戦
術
を
学
ぶ
資
格
の
無
い
こ
と
を
示
そ
う
と

し
た
﹂
︵
堀
勇
雄
﹃
人
物
叢
書

山
鹿
素
行
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
平
成
六
年
︑
一
四
五

−

一
四
六
頁
︒︶
と
述
べ
て
い
る
︒
ま
た
︑
松
陰
自
身
︑﹁
武
教
全

書
講
録
﹂
の
﹁
惣
目
録
﹂
に
︑﹁
武
教
は
修
身
・
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
よ
り
初
め
︑
戦
勝
︑
攻
守
の
術
に
至
る
ま
で
包
ね
ざ
る
こ
と
な
し
︒
天
下
諸

侯
よ
り
一
士
一
卒
に
至
る
迄
︑学
び
て
不
可
な
る
あ
る
な
し
︒
是
れ
其
の
大
意
な
り
︒
近
世
談
兵
家
是
れ
を
知
ら
ず
し
て
︑異
端
曲
説
に
陥
る
の
弊
は
︑

自
序
是
れ
を
詳
論
す
︒
其
の
所
に
て
尚
ほ
も
講
ず
べ
し
﹂︵﹃
全
集
﹄
四
巻
︑
五
七
頁
︒︶
と
述
べ
て
お
り
︑﹃
武
教
全
書
﹄
を
全
て
講
義
し
よ
う
と
考

え
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
︒
と
こ
ろ
が
︑
実
際
に
講
義
し
た
の
は
巻
頭
の
﹃
武
教
小
学
﹄
と
﹃
武
教
全
書
﹄
の
﹁
惣
目
録
﹂
の
部
分
だ
け
で
あ
っ

た
︒
し
か
し
︑
松
陰
が
︑
堀
氏
の
指
摘
し
た
︑
素
行
の
教
え
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
︑
そ
れ
で
題
を
敢
え
て
﹁
武
教
全
書
講
録
﹂

と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶
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︵
12
︶
﹁
葉
山
左
内
宛
﹂︵﹃
全
集
﹄
七
巻
︑
六
五
頁
︶︒
松
陰
は
嘉
永
四
年
七
月
五
日
の
こ
の
書
簡
中
よ
り
﹁
生
徒
﹂
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
い
る
︒

︵
13
︶
﹁
丙
辰
日
記
﹂︵﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
四
七
七
頁
︶︒

︵
14
︶
前
書
︒
同
頁
︒

︵
15
︶
前
書
︒
同
頁
︒

︵
16
︶
福
本
義
亮
﹃
松
下
村
塾
を
め
ぐ
り
て
︵
復
刻
版
︶﹄
マ
ツ
ノ
書
店
︑
平
成
十
年
︑
一
一
三
頁
︒

︵
17
︶
﹁
丙
辰
日
記
﹂︵﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
四
七
八
頁
︶︒

︵
18
︶
﹃
新
論
﹄
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
い
る
こ
と
は
︑﹁
山
賀
生
﹂
が
学
力
︑
思
想
両
面
で
初
学
者
で
は
な
か
っ
た
証
左
と
な
る
︒
あ
る
い
は
︑﹁
山
賀
生
﹂

は
八
月
の
佐
々
木
龜
之
助
同
様
︑
松
陰
の
切
磋
琢
磨
の
仲
間
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

︵
19
︶
﹁
丙
辰
日
記
﹂︵﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
四
七
八
頁
︶︒

︵
20
︶
前
書
︒
四
七
九
頁
︒

︵
21
︶
前
書
︒
四
七
八

−

四
七
九
頁
︒

︵
22
︶﹁
丙
辰
日
記
﹂︵
山
口
県
教
育
会
編
﹃
吉
田
松
陰
全
集
﹄
岩
波
書
店
︑
昭
和
十
年
︑
五
巻
︑
四
三
八
頁
︶
︒
以
下
︑﹁
丙
辰
日
記
﹂︵﹃
定
本
全
集
﹄
五
巻
︑

四
三
八
頁
︶
︒
と
略
記
す
る
︒

︵
23
︶
な
ぜ
か
︑
十
一
月
三
日
の
み
実
施
し
て
い
な
い
︒
な
お
︑
增
野
と
の
﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
の
勉
強
会
は
︑
十
月
二
十
九
日
か
ら
十
二
月
十
一
日
迄
の

計
九
回
︑
実
父
杉
百
合
之
助
と
﹁
読
む
﹂
と
あ
る
﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
の
勉
強
会
と
は
別
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
︒

︵
24
︶
正
式
に
は
︑
﹃
陳
龍
川
文
抄
﹄
の
こ
と
か
︒

︵
25
︶
﹁
丙
辰
日
記
﹂︵﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
四
七
九

−

四
八
〇
頁
︶︒

︵
26
︶
前
書
︑
四
八
〇
頁
︒
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︵
27
︶
拙
稿
﹁
下
田
渡
海
考
﹂︵
田
中
彰
編
﹃
幕
末
維
新
の
社
会
と
思
想
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
九
九
年
︒
一
二
六

−

一
五
一
頁
︶
参
照
︒

︵
28
︶
﹁
講
孟
劄
記
﹂︵﹃
全
集
﹄
三
巻
︑
九
六
頁
︶︒

︵
29
︶
前
書
︒
三
六
七
頁
︒

︵
30
︶
そ
も
そ
も
︑
萩
藩
兵
学
師
範
と
し
て
で
は
な
く
︑
個
人
と
し
て
の
松
陰
は
い
つ
頃
か
ら
何
を
目
的
と
し
て
教
育
を
志
向
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
そ

れ
は
私
の
研
究
で
は
︑
安
政
元
年
三
月
二
十
七
日
の
米
使
ペ
リ
ー
刺
殺
を
目
的
と
し
た
﹁
下
田
﹂
事
件
の
失
敗
後
か
ら
で
あ
る
︒
目
的
は
︑
再
蹶
起

計
画
に
向
け
て
の
同
志
・
シ
ン
パ
サ
イ
ザ
ー
の
獲
得
・
育
成
で
あ
る
︒
そ
れ
は
︑
松
陰
が
江
戸
獄
か
ら
︑
熊
本
へ
帰
国
す
る
同
志
宮
部
鼎
藏
に
﹁
と

く
か
へ
り
た
け
き
教
を
弘
め
て
給
へ
広
き
大
和
に
誰
れ
か
あ
る
ら
ん
﹂︵﹁
宮
部
鼎
藏
宛
﹂
﹃
全
集
﹄
七
巻
︑
二
三
一
頁
︒︶
と
激
励
を
送
り
︑
ま
た
︑

自
身
も
︑
萩
へ
護
送
さ
れ
る
途
中
︑﹁
大
樹
ま
さ
に
顛
仆
せ
ん
と
す
︑
一
縄
の
維
ぐ
べ
き
に
非
ず
︒
且
く
北
園
の
棘
を
除
き
︑
盛
ん
に
桃
李
の
枝
を
植

ゑ
ん
﹂
︵
﹁
松
陰
詩
稿
﹂﹃
全
集
﹄
六
巻
︑
四
一
頁
︒︶
と
詠
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
分
か
る
︒
後
︑
安
政
三
年
十
一
月
の
時
点
で
も
︑
松
陰
は
﹁
己
を
修

め
て
時
を
待
ち
︑
節
を
励
ま
し
て
国
に
報
ゆ
﹂︵﹁
緑
野
堂
記
﹂﹃
全
集
﹄
二
巻
︑
四
四
九
頁
︒
︶
と
述
べ
て
い
る
︒

︵
31
︶
松
陰
は
︑
嘉
永
二
年
に
﹁
人
の
善
言
懿
行
を
見
て
之
れ
に
效
ひ
︑
又
聖
賢
の
書
を
読
み
て
前
言
往
行
を
考
へ
︑
身
に
行
は
ん
と
す
る
類
︑
学
ぶ
と

云
ふ
べ
し
﹂
︵
﹁
講
義
存
稿
三
篇
﹂﹃
全
集
﹄
一
巻
︑
九
七
頁
︒︶
と
記
し
︑
嘉
永
四
年
に
は
﹁
余
︑
平
生
聖
賢
の
書
を
読
み
︑
其
の
徳
業
風
采
を
想
ふ
︒

志
の
存
す
る
所
こ
こ
に
在
り
﹂︵﹁
題
を
賜
ひ
て
﹃
人
の
富
山
に
登
る
を
送
る
序
﹄
を
探
り
得
て
謹
ん
で
撰
す
﹂
一
巻
︑
二
八
五
頁
︒︶
と
述
べ
︑
安
政

二
年
十
一
月
に
は﹁
読
書
の
術
の
如
き
︑世
或
は
経
を
好
み
史
を
廃
す
る
者
あ
り
︒
是
れ
大
い
に
非
な
り
︒
吾
れ
常
に
史
を
読
み
古
人
の
行
事
を
看
て
︑

志
を
励
ま
す
こ
と
を
好
む
﹂︵﹁
講
孟
劄
記
﹂﹃
全
集
﹄
三
巻
︑
一
八
九
頁
︒︶
と
講
じ
て
い
る
︒

︵
32
︶
貝
原
益
軒
著
石
川
謙
校
訂
﹃
養
生
訓
・
和
俗
童
子
訓
﹄
岩
波
書
店
︑
一
九
七
六
年
︑
二
五
一
頁
︒

︵
33
︶
私
の
研
究
に
よ
れ
ば
︑
庄
内
藩
校
致
道
館
に
お
い
て
は
︑
入
学
時
の
﹁
句
読
生
﹂︵
十
歳
～
十
四
歳
︶
修
了
後
﹁
操
揚
生
﹂
と
な
る
が
︑
そ
の
﹁
操

揚
生
﹂
が
学
ぶ
べ
き
教
科
書
の
最
初
に
﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
と
あ
る
︒︹
拙
稿
﹁
第
一
章
近
代
前
の
教
育

第
一
節
日
本
に
お
け
る
近
代
前
の
教
育

三

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶
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近
代
前
の
教
育
の
内
容

１
武
士
教
育
﹂︵
佐
藤
尚
子
・
大
林
正
昭
編
﹃
日
中
比
較
教
育
史
﹄
春
風
社
︑
二
〇
〇
二
年
︑
一
五
頁
︶
参
照
︒︺︒
更
に
︑

多
田
建
次
氏
は
﹁
閑
谷
学
校
﹂
で
の
﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
に
つ
い
て
︑﹁
入
学
者
は
庶
民
の
子
ど
も
が
お
も
で
︑
藩
士
子
弟
や
他
領
の
者
も
ゆ
る
さ
れ
た
︒

教
科
は
手
習
い
を
は
じ
め
︑﹃
孝
経
﹄﹃
小
学
﹄
や
四
書
五
経
の
初
歩
︑
希
望
者
に
は
さ
ら
に
﹃
左
伝
﹄﹃
史
記
﹄
な
ど
の
史
書
︑
諸
子
百
家
の
書
︑
和

算
・
天
文
・
暦
学
な
ど
も
教
授
し
た
﹂︵
多
田
建
次
﹃
学
び
舎
の
誕
生
﹄
玉
川
大
学
出
版
部
︑
一
九
九
二
年
︑
一
五
七
頁
参
照
︒︶
と
述
べ
て
い
る
︒

こ
れ
ら
よ
り
︑
﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
は
寺
子
屋
で
の
基
礎
教
育
を
修
了
し
た
レ
ベ
ル
の
者
が
学
ぶ
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
︒
こ
の
点
で
は
︑
增

野
に
合
っ
た
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

︵
34
︶
鎌
田
正
﹁
春
秋
左
氏
傳

解
題
﹂︵﹃
新
釈
漢
文
大
系
30

春
秋
左
氏
伝
﹄
明
治
書
院
︑
平
成
五
年
︑
一
〇

−

一
二
頁
︶︒

︵
35
︶
﹁
借
本
録
﹂
︵
﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
四
六
七

−

四
七
三
頁
︶︒

︵
36
︶
石
川
松
太
郎
﹁
私
塾
﹂︵
国
史
大
事
典
編
集
委
員
会
編
﹃
国
史
大
事
典

第
6
巻
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
平
成
九
年
︑
七
七
二
頁
︶︒

︵
37
︶
尾
藤
正
英
﹁
解
説
﹂︵
頼
成
一
・
頼
惟
勤
訳
﹃
日
本
外
史
︵
上
︶﹄
岩
波
書
店
︑
一
九
九
〇
年
︑
八

−

一
一
頁
︶︒

︵
38
︶
﹁
丙
辰
日
記
﹂︵﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
四
八
二
頁
︶︒
具
体
的
に
は
︑﹁
講
ず
︒︿
毅
甫
・
德
榮
の
為
め
﹀﹂
と
あ
る
︒︿

﹀
内
は
割
註
︒
以
下
同
︒

︵
39
︶
安
政
四
年
一
月
十
一
日
の
条
に
は
︑﹁
春
哉
の
為
め
に
医
学
の
要
を
論
ず
﹂︵﹁
丁
巳
日
乗
﹂﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
四
九
七
頁
︒︶
と
あ
る
︒
こ
の
﹁
医
学

の
要
﹂
が
書
籍
か
否
か
不
明
で
あ
る
が
︑
こ
こ
で
は
一
冊
と
カ
ウ
ン
ト
す
る
︒

︵
40
︶
﹁
丁
巳
日
乗
﹂︵﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
四
九
六
頁
︶︒

︵
41
︶
前
書
︑
同
頁
︒

︵
42
︶
こ
の
後
︑﹁
丁
巳
日
乗
﹂
の
記
録
は
安
政
四
年
﹁
八
月
十
日
﹂︑﹁
十
五
日
﹂
の
み
で
あ
る
︒
な
お
︑
八
月
二
十
日
は
﹁
二
十
日
﹂︵﹁
丁
巳
日
乗
﹂﹃
全

集
﹄
九
巻
︑
五
〇
一
頁
︒︶
と
︑
日
付
が
あ
る
の
み
で
記
述
は
な
い
︒
こ
れ
ら
の
理
由
に
つ
い
て
は
︑
調
査
中
︒

︵
43
︶
松
陰
の
兄
杉
梅
太
郎
の
娘
︑
つ
ま
り
松
陰
の
姪
の
名
前
が
﹁
豐
﹂
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
こ
の
﹁
豐
﹂
か
否
か
不
明
︒
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︵
44
︶
﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂︵﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
四
四
七
頁
︶︒﹁
丁
巳
詩
稿
﹂
に
は
︑﹁
初
夏
︑
病
に
臥
す
﹂
と
題
し
て
﹁
麥
天
昼
漸
く
長
し
︑
ま
さ
に
是
れ

読
書
の
日
︒
何
如
せ
ん
痾
を
抱
く
の
身
︑
裘
を
重
ね
て
幽
室
に
伏
す
︒
幽
室
甚
だ
無
聊
︑
百
務
渾
て
廃
失
す
︒
瓶
花
尽
く
飄
零
ち
︑
積
塵
書
帙
に
満
つ
﹂

︵
﹁
丁
巳
詩
稿
﹂
﹃
全
集
﹄
六
巻
︑
一
六
二

−

一
六
三
頁
︒︶
と
詠
ん
で
い
る
︒
か
な
り
長
期
的
な
病
気
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
︒

︵
45
︶
﹁
丁
巳
詩
稿
﹂︵﹃
全
集
﹄
六
巻
︑
一
五
五
頁
︶︒

︵
46
︶
﹁
丁
巳
日
乗
﹂︵﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
四
九
五
頁
︶︒

︵
47
︶
田
中
助
一
﹃
防
長
医
学
史

下
﹄
防
長
医
学
史
刊
行
後
援
会
︑
昭
和
二
十
八
年
︑
四
一
五
頁
︒

︵
48
︶
同
前
書
︑
四
三
四
頁
︒

︵
49
︶
野
坂
誠
士
氏
︵
医
学
博
士
︑
岩
国
み
な
み
病
院

院
長
・
理
事
長
︶
に
よ
れ
ば
︑﹁
当
時
の
医
学
的
な
診
断
は
︑
触
診
︑
視
診
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
︒

お
そ
ら
く
肝
腫
大
や
黄
疸
が
あ
り
︑
肝
臓
病
と
の
診
断
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
肝
臓
病
は
慢
性
化
し
や
す
い
が
︑
Ａ
型
肝
炎
で
あ
れ
ば
二
三
週
間

で
軽
快
す
る
こ
と
が
多
い
︒
そ
の
原
因
は
生
水
や
海
鮮
類
な
ど
の
生
食
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
と
考
え
ら
れ
る
﹂
と
の
こ
と
で
あ
る
︒
よ
っ
て
︑
松

陰
が
﹁
十
二
三
日
後
初
め
て
常
に
復
す
﹂
と
書
い
て
い
る
こ
と
よ
り
︑
Ａ
型
肝
炎
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
︒

︵
50
︶
安
政
四
年
閏
五
月
三
日
︑
松
陰
は
﹁
士
別
れ
て
三
日
な
れ
ば
︑
刮
目
し
て
相
待
つ
︑
一
日
見
ず
ん
ば
︑
三
歳
の
如
し
︒
朋
友
相
与
の
情
︑
学
問
日

進
の
機
︑
誠
に
か
く
の
如
き
も
の
あ
り
︑
況
や
一
月
に
於
て
を
や
︒
余
頃
ろ
心
に
一
文
を
構
ふ
れ
ど
も
︑
事
︑
考
據
に
待
つ
あ
り
︑
遽
率
に
能
く
弁

ず
る
所
に
非
ず
︒
因
つ
て
厳
に
一
月
を
課
し
︑
諸
君
を
謝
絶
し
他
業
を
廃
棄
し
︑
以
て
之
れ
を
成
就
せ
ん
と
欲
す
︒
牀
に
対
し
燈
を
分
つ
︑
平
日
の
情
︑

裁
割
す
る
こ
と
易
き
に
匪
ず
︒
こ
こ
を
以
て
文
を
作
つ
て
諸
君
に
辞
す
︒
諸
君
顧
ふ
に
亦
時
に
乗
じ
て
精
苦
し
︑
以
て
吾
が
目
を
刮
し
て
︑
三
歳
の

情
を
慰
む
る
あ
れ
﹂︵﹁
諸
生
に
示
す
﹂﹃
全
集
﹄
四
巻
︑
八
五
頁
︒︶
と
述
べ
︑
幽
囚
室
教
育
仲
間
に
事
情
を
説
明
す
る
と
共
に
︑
エ
ー
ル
を
送
っ
て

い
る
︒

︵
51
︶
﹁
丁
巳
日
乗
﹂︵﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
五
〇
一
頁
︶︒

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
︵
川
口
︶
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︵
52
︶
﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂︵﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
四
五
六
頁
︶︒

︵
53
︶
﹁
丁
巳
日
乗
﹂︵﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
五
〇
一
頁
︶︒
岡
部
繁
之
助
は
︑﹁
関
係
人
物
略
伝
﹂
に
﹁
長
藩
士
岡
部
藤
吾
の
次
男
﹂
と
あ
る
︒
よ
っ
て
︑﹁
岡

部
繁
二
郎
﹂
は
次
男
と
意
識
し
て
い
た
松
陰
の
誤
記
で
︑
岡
部
繁
之
助
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
︒

︵
54
︶
﹁
吉
田
松
陰
年
譜
﹂︵﹃
全
集
﹄
十
巻
︑
六
七
七
頁
︶︒

︵
55
︶
こ
の
﹁
衰
頽
﹂
は
︑﹁
関
係
人
物
略
伝
﹂
が
﹁
安
政
三
年
三
月
︑
眼
病
治
療
の
為
め
筑
前
に
赴
き
︑
次
い
で
九
州
諸
国
を
遊
歴
し
︑
肥
後
に
至
り
て

宮
部
鼎
蔵
に
会
し
︑
松
陰
の
英
名
を
聞
き
︑
帰
路
連
り
に
文
通
を
始
む
︒
こ
れ
ま
た
交
を
結
ぶ
一
面
の
動
機
な
り
︒
然
れ
ど
も
幽
室
に
於
て
親
し
く

教
を
受
く
る
に
至
り
し
は
︑
翌
年
の
こ
と
な
る
べ
し
﹂︵﹃
全
集
﹄
十
巻
︑
五
〇
九
頁
︒
︶
と
い
う
久
坂
玄
瑞
︑
ま
た
︑
同
様
に
﹁
安
政
四
年
十
九
歳
夏

秋
の
間
松
下
村
塾
に
入
門
﹂︵
同
前
書
︑
五
四
九
頁
︒︶
と
い
う
高
杉
晉
作
に
関
す
る
記
録
が
﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂
及
び
﹁
丁
巳
日
乗
﹂
に
皆
無
で
あ

る
こ
と
と
の
関
連
に
お
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
︒
こ
の
問
題
は
現
在
研
究
中
︒

︵
か
わ
ぐ
ち

ま
さ
あ
き
・
皇
學
館
大
学
文
学
部
特
命
教
授
︑
広
島
大
学
教
育
学
修
士
︶
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